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まえ がき

会長宮崎一郎

去る７月、我が熱帯医学研究会は、２回ドlの診療団を沖縄八重山群島へ派

遣しました。今回は６６年の八電山群島調森団、６７年の診療団に次いで３

回目でありまして、昨年の診療証より一剛充実したものにしようと、剛員諸

君は大いに張り切った様です。そのかいあって、小林融長の指導のもとに、

現地石垣島での診縦を無事終え、全員元気で帰って来ました。

今回も前回と同場所石垣島北部を中心として診療を行ったわけですが、台

風やその後の農作業のためか、受診者数としては前回より少なかった様です。

しかし前阿に比べ、より以上の診療科目。充巽した松森。昨年の追跡調張等

でもって診療団としても少表ならず現地の人々のお役に立った事と脈信して

おります。

赫糾の折、純均の附雌にも111'せず、診縦やⅢ:究に励まれた診療IfI1H各位に

心からの敬意を表するとともに、診療団派澱に際し一方ならぬ御協力と御援
F●

助を賜わり霞した学内外の関係各位に厚く;１s､礼申し上げます。

〔寄生虫学教授〕

－．１



診療調査団

１．派遣計画。趣旨

九州大学医学部熱帯医学研究会は熱帯医学の研究を通じて医学の発展に寄与し、人類に両献

･すること祇目的として１９６４年結成され誉した。１９６５年７月には奄美大島において寄生

虫、赤痢、慢性疾患左どについて学術調査、１９６６年７月にはさらに熱帯に近い場所として

沖調八重山群島に調査団塗派造し研究調査塗行いさしたが、現地の医療事情症いろいろ見聞し

た結果、医療の必要性詮痛感し、１９６７年の第２回沖縄八菰lolj湖査団J:り診旅も行い、関係

各位の暖かい御援助と団員一同の努力にぶって診縦並びに学術洲斑の面で多大の成果擢あげる

ことができ童した。

そこで１９６８年度はさらに充実した組織たもって第５回八重山学術調査診療団を派遼し、

従来の研究訓迩を益と発展させていくとともに地域住民の棉祉のために診旅花も行たいたいと

思っています。そしてこれが沖細八重山群島の医学ならびに医擬術生の発展改瞥に何らかの形

で寄与することが出来るとと茜希望しております｡

◇

我とが診療地に避んだ石垣脚は沖細本

島からさらに南西に約４５０Km、台湾王

b束に約２６０Kmの所に位置し、八重山

群島における中心的な島である。この地

方は亜熱帯海洋性気候に屈し、年平均気

温２５．６℃、最低気温１ス9°Ｑ雌高気温

２８．８℃であり年平均湿度が８９筋で概し

て商淵多湿の地であるロ

診旅基地塗おいた伊原間部落は石垣島

の北部にあり、石垣市中心部エリ約４０

Km、バスで１時間半の所にある。島の東

海岸と西海岸がこの地で巾２００ｍ程に

せば龍h、北と南は低い山ではさ戎れた

平担な低地となっている。伊原間部落詮

含めて石垣島中北部の部落は１９５５年

以降琉球政府の行った強力な開拓移住政

簸にJこり、沖純本島や宮古島からの入植

に正ってできた移住部落である。主産業

鐘機業であり、パイナップルと砂棚きび

がその侭とんどを占める。

◇

－２－
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2．目的

１〕診療部門

内科

小児科

耳鼻咽喉科

眼科

２〕研究部門

日本脳炎に関する調証

循畷器系に関する訓迩

寄生虫

衛生動物に関する調査

５）住民の他康台帳の作製

5．目的地

沖縄八重山群島石垣島（石垣市〕

伊原間部落周辺

録４．行勅記

７月１２日（金）１２日（金）壮行会（於医学部恵愛団

大ホール〕

１５日（土）先発隊出発

’４日（日）鹿児島発（わとひめ丸）

１５日（月）那覇藩挨拶廻り、交渉

１６日（火）挨拶廻り、交渉

那覇発（那珊丸）

１７日（水）石垣蓋､挨拶廻り、交渉

18日610へ22日(二り設営準伽

２０日（土）本隊出発、鹿児島発

２１日（日〕那覇着、挨拶廻り

2.2日（月）本隊那覇発

２５日（火）本隊石垣藩､先発隊と合流

２４日（水）診雄所設営

２５日（木）診振開始

２６日（金）診療、乳児検診

２７日（土〕〃

２８日（日）診縦、風疹検診（於八重

山‘保健所〕

２９日（月）診療

５０日（火）〃

３１日（水）〃

８月１日（木）診療

２日（金）〃

５日（土）後推理

４日（日）石垣島見学

５日（月）石垣港へ

６日（火）石垣発

７日（水）那珊淵、挨拶廻り

８日（木）洲珊発

９日（金）鹿児腿着、直ちに博多へ

５．診療日誌

７月１３日(二ｌｊｌＩＷ、午後先発隊５名（川野

玉皿中村､秦管信友）急行フエニツクメにて

鹿児烏へ。博多験の見おくり‐小林先生、福

亜､瀬Ａ､入江書中牟田､ほか公漏５名。公論‘［

ｊマンガ一冊、入江さんエリアイスクリーム

の蕊入れあり。

７月１４日（日）|W、正午鹿児島新港発琉

球海迎「おとひめ丸」にて那覇へ向う。出国

稚迩の必要書類、パスポート、種痘流明審、

乗船券、出国カード唯どである。昼灸はカレ

ー。躯務長の好意に･にb特２等へ移る。

７月１５日（月）|W、早朝那覇港藩、下船

前琉球新報、沖剥′イムスとの記者会見。下

船後、琉球海運、琉球新報、民政府など在廻

り石垣脇での診縦の耶務的処理詮行う。その

後川野、婆は日本政府南方連絡瓢務所准らび

に出入管理庁にて医師免許の手読書類の砿露

を行う。玉田、中村、信友は琉海～税関長、

泊港の那覇港運へ荷物の件の手続溌行，｡九
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大の先輩佐久本、喜屋武の両先生に会う。今

日の宿泊は沖縄海員会館。

７月１６日（火）ⅡW、午前全員で琉球海運

へ、那珊港迎は１７１､､ルかかるとのこと。次

に琉葦新報八重山支局への連絡を要請。民政

府厚生局にて６６年度統計表をもらう。医学

部先薙の宮城先生に会い那珊における熱研の

滞在盤念持っていただくことを確約する。午

後泊港Jにり［郡珊丸」にて石垣島へ向う。好

意に‘』量り特２等へ変更してもらう。航海は２

度ともベタなぎである。

７月１７日（水）鯖、午前石垣港薪。下船

後石垣市役所へ市長に而会に行けども不在、

助役に会い市の協力ならびに自動車の派過に

ついての確約をしてもらう。午後市役所の車

で我との目的地、伊原間へ向う。途中八重山

保健所、八甑山疲院にJ:ろ。伊原間公蒲駐在

所にて公汚の上地さん、部落長、婦人会長と

会って打合せを行う。宿油は八洲旅館ｕ川野

中付は伊原間中（我なの診縦所に使う〕校長

を訪問する。今年は蚊が多いとの事である。

７月１８日（木）鯖、午前車で八重山保健

所へ貸借する器具の点検。伊原間に向い診旅

の部落制p、日糧の決定拙行う。川11肌紫、

信友鑓は部落割り日程塗各部落に徹底させる

ため明石、久宇良、吉野、平久保、平野､栄、

兼城、下地、多良間、伊土名、大ｍ、禰Ⅲｆ、

米原の各部潜を回って八洲旅館に夕刻州ｼIMO

一方玉田、中村組は診療後の帰りの船を鯛べ

ろ。次に寄生虫予防協会から顕微鏡をかりる。

大浜信賢先生にあいさつ、教育委員会からの

１６碑映写器の借り出しを行う。

７月１９日（金）'決附、逆転免許を本隊に

とらせるべく辿給、今日も２組にわかれて行

動。川野、楽、信友組は市役所へ、文班具は

買って下さるとのことｏ教育長に会って伊原

間中学校施設の使用許可を受ける。新聞、テ

レビ、市役所に血伝播お願いする。一方玉田、

中村組はフィラリア予防協会から噸微儲、メ

ランジユールを借りる。車の交渉も行う。

７月２０日（±〕快晴．午前市役所に行き

今日つく診擁荷物の受け取りに巾を出しても

らう。１１時港で荷物誌受けとる。荷役費用

６ドル１６セント。午後荷物症伊原間へ運ぶ。

一方八愈山病院にて器具症受けとりこれも伊

原間へ。途中大里、星野、伊野田、大野の各

部落提に会う画伊原間保健所に荷物を運びと

み怖品のチェック花行う。帰途１．ｔl保部落の豊

年祭礎見る。

７月２１日（日）臆ときどき独、今日は官

庁がナベて休みであるので、先発隊の仕事も

休み。宮良先生の出して下さったモーターボ

ートで海づり篭行う。今日はのんびりできるｃ

７月２２日（月）鯖のちにわか雨、午前伊

原間保‘雌所へ器具の確認に行く。迩中八重山

病院にて蒸留水、顕微鏡を受けとる。午後玉

母隊員原因不明の発熱、下痢を起こす。

７月２０日（土〕午前８時、小林団長以下

本隊２１名は．宮崎教授、柳瀬教授等多くの

人火の見送り論うけ、やや緊扱の面持ちで特

急「布1111」に乗込む。いぶい‘i:ｌＭ発である。

さすがに皆興奮の色垂かくせない。午後１時

過ぎ西鹿児島着。直ちに新港へ、出国手続歴

済だせ「かとひめ丸」に乗船。ある者は甲板

へ、ある者は船室でトランプをと、思い患い

に船旅を楽しむ。夕日がとてもきれいだったｃ

７月２１日（日〕午前１１時、那覇港着｡

団体装伽の手続きに手間どり下船は２時過ぎ。
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さすがに砦いり宿舎の海貝会飢に瀞きホッと

一息つく。昼食後自由行鋤。

７月２２日（月）団長と総務は各官庁なら

びに九大出身の先生方を訪聞。他の団員はマ

イクロバスで南部戦跡めぐりに出かける。午

後４時遇ぎ人と荷物を満戦にした「那覇丸」

は風速１５ｍの中を出航。海が荒れませんよ

うに。

７月２５日（火）追い風の為予定より早く

午前８時石垣港蒜｡先発の人逮のうれしそう

宏顔が見える。さすがに郷い･八洲旅館で汗

を流し昼食ｂ石壇市での仕那を終え、豊年祭

を見物し、午後６時頃伊原間へ出発ｂ途中で

大雨に峰られトラックの述中と食料品がズブ

濡れ。夜は部落会長、締人会長、瀞年団、公

蒋さん途と診擁の打合せ詮行なう。

７月２４日（水）午前１０時より診療所の

設営にかかる。部落の背年間の人逮の協力を

得てたちまち教宝が樹舎や予診龍、検査室、

診察室へと変ってゆく。午縫３時頃、早速北

端の平野部落より往診依順があり、小林先生

が行かれ,た。内膳軽移で左の虫垂炎であった

とのこと。どうやらこうやら診療所は設営さ

れ、明日への単備はすべて完了。忙しさが目

にうかぶロ

７月２５日（木）朝より土砂降りの雨、そ

の中を部落の人達が三士五上と染まってくるご

焔初の日であるので櫛張切ってはいたが、Ｍ１

れぬ事とてまごつく卯も多かった｡早くも耳

切りで童いってし雀う人も出て来た。受診者

１１５名。夕食後第１日目の不備な点を反省

しつつ明日の診派について話し合う。

７月２６日（金）雨、８時には予診を開始

小児科では乳児検診を行う。元気のいい赤坊

の泣声で賑やかであった。１１時其柴先生の

到蒲。早迎心佃図の指導を受ける。４０才以

上の人は瞥心踊図をとるので忙しい。

７月２７日（土〕きようも土砂降り。怖易

水逝の為蛇口からは砂粒浅じりの洗色い水が

出てくる。仕方ないのでバケツに雨水を溜め

そ江で器具を洗った。午前１１時、吉村夫人

より「国家試験３人合格す」と電報あり。午

後３時ハブに砿まれた人が来る。重症でなく

て幸いであった。夕食時、吉村．、白日両氏の

国試合格を祝して乾杯する。

７月２８日（日）椛田先生、武末先生、大

胤先生は八飯山保仙所での風疹の検診に出か

けた。やつと台風が去り、南国の太陽が顔を

出した。連日の大雨で土砂がつ室り達に簡易

水道も断水。復旧童でに１週間位かかるであ

ろうとの馴・手のあいている者は片ばしから

水汲みをさせられる。大雨後の農作業の為か

受診者は少准い。３時半頃ハブに陵まれた子

供が連び込まれ、５時過ぎ急性気管支炎の急

胆、'１Ｗと思ったら喪外忙しい日であった。

７月２９日（月）植田、大島、武末、西側

先生は那覇に出発きれ寂し<なった。午後数

青委員長筆琉球新報より来訪。吉村先生と黒

島へ洲迩に行っていた九州女子大の女性も肋

れ、ぜんざいとサラダを作ってくれる。断水

の為炊馴の水がなくなり、市役所へ給水束を

頼んだ。ありとあらゆる器に水を棚めぁ。こ

れで２日|川は大丈夫である。

７月５０日（火）太陽が照りつけ暑いｃｌｔｌ

衣が汗で〈・しゃく．しやになる。あたり椎わず

裸になるやつもいる。午後石垣市長の来i厳ｂ

ＯＨＫテレビの取材あり。

７月３１日（水）今日は一段と受診者が少

なく、２時過ぎには診療を打ち切る。皆それ

ぞれ山に登ったり、海に泳ぎに行ったり、体

－５－



息を難しむ。忘れてくれる左』:、断水は続い

てい為し、食耶当稲は忙しいのを。

８月１日（木）いよいよ診療も終りに近ず

く、そろそろ皆パテて来たようである。依然

断水は続いている。今日も給水車を頼む。給

水車の上に乗って喜んでるやつもいる。

８月２日（金）診療最終日、橋口＝吉村両

先生他の勘の洲迩に出かけられる。午後４時

に診療を打ち切り、荷物盤理にとりかかる。

８月３日（土）午前中に荷物整理一教室の

後片付けを終え、午後５時半より部落の人と

主伽の送別会に参加、部落の人食の琉球舞踊

に南国併緒を味わう。急性のアル中数人発生

ほてつた顔に浜風が心地良い。

８月４日（日）朔より一日がかりで島の観

光に出かける。災しい脇を身にしみ込む程味

わった。夜は近くの鮒乳洞探検に。ハブや海

ヘビ、ヤシガニ聯いろんな狼物をもって惣気

揚左と引き上げた。

８月５日（月）２週間近くもいた思い出深

い伊原佃を後に石垣の町へ。石垣市の送別会

に出席、市長よ，ねぎらいの言葉を受ける。

その後で診擁中は忙しく出来なかった海釣り

に出かけ、一方女性辿中は隣の竹富島へ。

８月６日（火）午後２時５０分「那珊丸」

出航、助役さんを始め、市の人達、宮良先生

等の見送りを受け、さようならの声の中で船

は石垣島を後にした。石垣島よ‐煮た来る時

まで｛さよう左ら」。

８月７日（水）午前８時泊港着。総務、団

長は診旅が無小終った事の挨拶に、他の人は

それぞれ｢|j内の兇物や買物にと那覇の町へと

洲えて行った｡この槻な見物の時1Mが少欺い

のは磯念准Ufであるが、診擁団である以上仕

方ないであろう,。

８月８日（木）０時３５分「約とひめ丸」

出航。穏やかな南の海を名触り惜しそうに白

い泡を残して船は行く。沖測の民稲を口ずさ

み、すでに遠くたった石垣勘の思い出を語り

夜空いっぱいの星を見上げ、夜遅く龍で甲板

にたたずんでいた人もあった。

８月９日（金）午前１０時半、鹿児島着。

長い旅行の間、すっかり日に焼けてし走って

東南アジアからの留学生と側述われる者もで

るしまつ。午後２時４４分「桜凪」にて鹿児

島を発つ。皆いいかげん疲れてしさってか、

言業少なく、ゴトゴトと列IlZにゆられていろ。

この童吉家に帰って、ゆっくりしたいとか、

冷いビールをキューとか、帰ってからも仕事

がたくさんある薮あとか、各人の胸の内はど

うであったろうか.…･……．、

午後９時全員無耶州袖、紗旅の成果はともか

く、全員元気に帰れて{'１よりであった。明日

から、さっそく後片付け、しばらくは忙しい

であろうｃでも今夜はゆっくり桜るとしよう。

恐い中、皆さんほんとうに御苦労さまでした。

－６－



表－１年令別、性別受診者数

診療報 告

昨年と同じく、伊原間中学を開放して頂き

各教室を待合室、予診室、検迩室、処侭室、

内秘小児科、耳鼻科、眼科などにわけて突

施した。

内科には医師５名と研修生２名、小児科は

医師１櫓と研‘修生１名一:F|柳.科１名、lllIL科１

名。学生の分担は、４年生が予診係、５年生

ｶﾐ血計、心砺図係、２年生が検便、;検尿およ

び聴ガ検査係旗どを主とし、同行した編岡県

立公衆術生希謹学校の岩通姉５名の他に、現

地の公衆衛生器砿婦２名、蕊渡訓導１名と、

さらに受付には各部落の世話人の協力竃えたｃ

診療は、１９６８年７月２４日に設営や各

係を決め、翌２５日から８月２日茨での９日

間、石垣島の中部以北の１３部落を対象とし

て、１日に１～３部落ずつ行なったが、本年

度は石垣市の旧市内をはじめ、対象外の地域

からの受診者も目立った。

診縦方針は、符科の特殊性を生かして老れ

ぞれ工夫して行なったが、特殊な例を除いて

１回だけの人が多いので、大学の外来に準じ

て１人１人をできるだけ丁寧に診察するJこう

に努め、内科では４０才以上の人には全員心

電図をとり、また、眼科ではこれらの人に眼

底検査を出来るだけ行ない、小児科では乳児

の僻別検診、さらに耳鼻科では同科の診旅期

間中受診した人すべてについて聴力検迩を行

なって異徽のある人の精査をするなど、日常

医療に恵戎れない生活の中で、健康な生活を

維持するにはどのようなことに注意･すれば.l：

いか、なるべく具体的にわかりやすく脱明す

るように心掛けた。

健康管理のとくに必要なものについては、

検診対象

検診総数は７６８名で、男５４４名壷女

４２４名であるc,年令別には～表１の様にな

る。２０才以下が半数を占めた。２０才台は

少たく、５０～６０才位まではⅧと多い。男

女の差があまり表いのは、去年と比べ、パイ

ンの収穫期にかさならだかつたためと思われ

る。今年度の総数は去年に比べて少ないが、

台風による雨と、天気回復後の畑仕小が忙し

いのと、症状を持たぬ人があ性，検診に来な

かったためと思われる｡

－７－

担当地区の公衆術生新渡婦の人述に申し送り

をして、その場限りになら左いように努めだ
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その他、め室い、腰而、痩呼吸困難等があ

った。耳騨科的末症状を訴える人が多いのは

専門科にかかる機会が左かつたたぬと思われ

る。

主訴

全受診者のうち何らかの訴えを持っていた

ものは４９２名で、半数以上であった。今年

は去年と比較して、症状をもった人が卿した厘

主なものは表２に示した如くである｡

塞一２主訴

内科

疾患の種類や頻度は、以下の表に示したよ

うに多種多様であるが、昨年度と侭ぽ同嫌の

厩向を示していた。しかし、わが国内地では

余りみられないフィラリア症やハブ陵協があ

り、童た、一設的傾向として、貧血、肝腫大‘

商血圧あるいは低血圧、神経痛、腰捕、筋肉

痛左ど、いわゆる雌夫摘などと呼ばれるもの

が主であったが、前年度に受診した人盈につ

いては、その後、食生活瓶どに工夫がみられ

貧血も改善の傾向を示す例が多く、出来る範

囲で気を付けている者があることを知ったの

は大きた喜びであった｡

呼吸器疾患

本年庇は八重山保仙所の御協力により、診

療期間中に２日間結核検診車を廻して頂いたｃ

結核対綾はよく行き届いており、５名の肺結

核鯉は、いずれも診療を，けているものであ

ったロ

表－１呼吸器疾岨

既応歴

特微的友ととは、現在でも約１０弱にフィ

ラリアの感染者があり、既応者も多かった。

その他マラリア、風疹、ハブ唆協等があり、

他に本土と変わった点はみられなかったり

生活歴

特に本土と変った点はない。大人ではフーワ

モリを毎日飲む人が削とみられた。大部分が

股業で、炎天下の仕鞭を長く続けてきた人が

多い。これは貧血、商血圧、低血圧、各菰神

経揃とあわせて興味あると思う。

－８－

疾膨名

普通感冒

'慢性気管支炎

気瞥支端息

肺 気 腫

肺 結 核

気管支拡張症

０
●
●
ｔ
■

一
一
藤

列

Ｚ
〕
｜
加
計
フ
ノ
。
（
刊
可
Ｉ
ズ
》

２２

女

６
３
２
１
２
０

１４

計

９
７
９
５
５
５

５６

主訴

他服診断

耳外科的症状

どうき･患切れ

頭痛・腰痛

心脳部不快感

不 眠

眼科的症状

人 数

△
４
弓
』
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ノ
侭
〕
皇
４
。
４
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生活条件と密接左関傑をｲrしているものと推

定された。

先天性心臓病と後天性心臓病は、表に示す

ように、それぞれ７例、計１４例見出された

が、これらの中には手術に‘とり嘘快すると思

われるものが含誰れていた。沖継本島では、

すでに本学や鹿児島大学たどで心臓癖患者の

手術も行なわれていることであり、八施山地

区のこのような患者の治縦もぜひ実現させた

いものと念願している次第である。

さらに、本年度は紳別な試みとして、４０

才以上には全例鐸我たそれ以下のものも必嬰

と思われたものには、すべて心甑図を撤つたじ

とれらについては、心臓、血圧の項を参照さ

れ,たい。

ついで、目まいや恢労時の頭揃を主脈とす

るものに低血圧を示すものが多く、ことに如

人に目立つ。これらの人達は暑さと過労に‘I：

ｂ‐誰たさらには貧血を合併したものが多く

血液疾胆

袈一５血液疾鵬

術環器疾鵬

間血圧症が最も多く、７６名で、その大部

分は腎障害を伴わない（尿に異常所見の左い）

いわゆる良性の高血圧であった。しかし、９

例は尿の鋤'|や沈溢に拠附を認め、かつ眼底

や心珊図にも異常所見を認めるものがあり、

これらはその後の．健康管理が必要と思われたｃ

表＝２循雲器疾患

‐
‐
‐
し

昨年に引き続いて、診旅期間を通じて品も

注目をひいた所見の一つは貧血であった。特

に刷人に顕著で、表示したものは高度液いし

中等度の貧血を伴うものであるが、血色素戯

（ザーリー法）７０妬前後の境界領域のもの

を加えると、その数はさらに多くなる｡賛血

の原因については、昨年も触れたように、脇

管内寄生虫によると思われる者は少なく、亜

熱帯の炎天下での激しい催作業による消粍と

食小に.上為栄盤のアンバランスがこの．ｋうな

面に簸も強く表われているものと思う。しか

しそれぞれの例について昨年度と比較した価

では~多くの者に職快の傾向がみられたこと

－９

疾患名

簡血圧症

１
腎障 害什）

符陳謀（－１

不 明

低 血圧症

勤脈 硬 化症

先 天性心臓病

後天性心膝病

佃帽弁閉鎖不全症

州帽弁狭弔症

大動脈弁閉鎖不全症

大 動 脈 弁狭窄症

冠助脈硬 化症

間 血圧 性心繊病

不 整脈

心臓神経症

リウマチ性 心脇病

脳卒中後 世症

合荊

男

１
１
８
２
５
６
５
１
２
４
０
１
２
１
１
１
１
０
２
２

５
２
７

6６

女

５
８
５
２
９
５
４
１
３
３
１
１
１
０
３
１
３
３
０
０
１１４

計

６
９
３
４
４

７
６
５
９
７
２
５
７
１
２
５
１
４
２
４
３
２
２
1８０

血散 疾 患

貧血

男 女

４５

計

5３



５１ロ

にj:大変瀞ぱしく、これは岡地方で生活が漸次

安定向上していることを物語るものとも思う

が、昨年度の注意#てよって、食生活に工夫改

善を計っている努力も劣られ、これは本診疲

潤迩の意義の一端を確認することができたよ

うにも思われる。

消化管疾,Ⅲ叱

病歴と理学的所見によったものであるが、

消化器病遡には特に見立つものはなく、最も

多かったのは慨生胃炎で、岡、十二指腸溌鳴

と思われるものが続き、その他．内職下垂症

若年者の臓痛左どがみられた。

表－４消化器疾 患

２１０

目

肝・胆道疾怨

全身倦怠や袋れやすいなど、不定の愁訴を

持つもののうち、肝睡大を伴うものが１００

例と比鮫的多く、しかも性別による差がほと

んどなかったことは昨年と同槻で、腫大とと

もに硬度もかな』の程度に増していた。肝師

大や、さらに肝と牌の腫大を示すものの中に

はマラリアの既住脈を持つものが多いようで

あったが、気候と食生活の影稗もあるものと

考えられる。

表－５肝・胆道疾患

又
』

筋肉・骨・関節疾態および神経系疾患

成人の受診肴のほとんどすべてが艇業であ

るためか、腰痛や周の痛みあるいは神経蒲を

訴えるものは多い。しかし昨年度に比してこ

れらの態者がいくらか少左かつたのは、季候

の関係でパインの収独が多少おくれていたこ

とも多少関係したかも知れたい。なお少数で

はあったが、農薬中権の後遺症と思われるも

のが見出されたことは注意すべきで、これは

パインに対する除虫剤としてニマネツクメと

いう薬剤を使用しているが‐暑いために素手

で、マスクもせずに薬剤を散布しているもの

が多いと聞く｡莱剤の使用は今後益と増加す

ると思われるので、その使用に当っては＝副

作用を充分に知らせ、正しい使い方をするよ

うに注意しなければたら左いものと思う｡．

７
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疾届名

肝雌

肝牌腫

肝硬変症

肝の う 症
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９

内分泌疾患

昨年と同様に～受診者のほとんど全例に検

尿を行なった結果－７例の糖尿病患者が兄出

された。うち５例は昨年受診した聯者であっ

たが、さらに４名の怨群が新たにわかった。

糖尿病の治療には、血糖や尿糖の定量的検査

成績を埜礎として、食生活の指導や計画的な

薬物縦法の必要があるが、これらの人の仙服

管理も寵た残さｵした牒似の一つである。

また、甲状腺機能充進症の１例も、その治

療には沖緬本島室で行かればなら左い現状の

.':うである、
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泌尿、生殖器疾患

少数ではあったが、慢性腎炎やネフローゼ

の患者の健康管垂もまた亜要と思われる。一

般的赤注意は本人にも話し、現地の公衆術生

狩謹姉にもおねがいしたが、その後の継過に

ついては心にかかるものの一つである｡
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０
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表－９泌尿、生殖器疾拙
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心|賊、血圧疾患について

心臓、血笹疾懸に関するとの様な診療垂の

目的は先づ何よりも平常、診療をうける,機会

の殆んどたい地区住民が、出来る丈多数受診

して、適切左診錐と、今後の指導を受けるこ

とが第１とたる。．従って調査、研究は充分溝

足のゆく結果が将られ左いととが多い。併し

するならば出来る丈の結果を得たいと考えろ。

今回の診療も出来得れば４０才以上の地区

住民について１００妬の受診率で、血圧測定

心畑図検迩、理学的倹恋を行い、この様左地

区での心臓血管病符理の一つの指標を得たい

ものと考えた。併し限られた期間に行をわれ

ばならない為に完全にはゆかなかった。

４０才以上で愛鯵した人について心髄図受

診率は約９０筋であり、血圧測定は１００妬

に近い検査が出来た。

先天性心臓柄や、手術も考慮される様な弁

脳症の症例もあったが、今後の符理について

問題は吸っている。
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表一１

１

９

心臓疾胆

心電図異術の認められたものは男子＄３塔

女子５１名、計６４名であった。

心電図異常の中で主たるものとして左室肥

大（ＬＶＨ〕、右堅肥大（ＲＶｌＩ〕、Iiri寵肥

大（ＢＶＨ〕、ＳＴ、Ｉ,変化、心房負荷、不

裳課、低電‘位差について年代別、性別に整理

したものが表－１、図－１である。ＳＴ、Ｔ

変化を示したものが蛾つとも多く、次いで、

洋室願大、不整脈等が多かった。年代別にみ

ると左室肥大、ＳＴ、Ｔ変化が、中年に特に

多く認められる。
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２階

血圧測定（卿Ｈｇ）を行い、叉３０才以上に

ついても大多数について血圧測定を行なったｃ

種検者の年令別、性別の数は表－１に示す

如くであり、合計は男子１２５名、女子186

名で、総数５０９名であった。

正常血圧値として収縮期血圧を１１０≦か

つ１５０＞で、拡張期1m圧を９０＞とすると

各年令噛に汎って分布している、叉、性別左

差は特に認められない。併し、総被検者３０９

名に対して~正常血圧者１０８名は他の集団

血圧疾患

受診者の中、４０才以上については全員の

表－１年令別、性別血圧区分
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心１１t図異怖の服められたものについて、そ

の原因疾刷、合併症について検肘すると、高

血圧症、先天性心餓疾患、弁砿症、躍尿病等

に多い。

左箆肥大とＳＴ、Ｔ変化について、年令、

血圧値と対比して検討すると、その血圧値の

平均、特に収縮期血圧の多いことが判る。
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表－５年令別、性別Iil圧平均値

表－２

に比較すると少いものと考えられる。

商血圧症として

①収縮期血圧≧150､拡張期血圧く９０

② 〃 ＜ 1 50、〃≧９０

③ 〃 ≧ 1 50、〃≧９０

の５１Wに分捌して枕肘した。①は２２名、②

は６増、③は４９名となり、高血圧症の中て

ば収縮期、鉱張期血圧ともに高いものが壱半

数以上あるという発見を得た。これは商血圧

症の約６４節を占める。全検者の中、商血圧

症を示すⅧ合が約４０筋であるので、この地

域について被;険者のみからの傾向からすると

２５髄以上の人が収縮期血圧は１５０以上、

拡張期血腿は９０以上となる。この点につい

ては、本澗交が若し１００筋受診率が達成さ

れたとすれば極めて童要な意味をもつことに

左ろう◎

低血圧雌を収縮期血圧く１１０という値で

集計をすると計５１名とたり‐女性に多い傾

向を認めた。全検者の中の約１７労となる。

以上を各年令別に見ると、正粥血圧者の制

合は７１才代を除いて５０鮒以上であるが、

７０労以下であり、７０才以上の３５．２籍と

も併せて、正粥血圧者の少いこと、即ち、血

圧異常者の多いことを示す。耐血圧症につい

ては前述の如く、拡彊期性と分類したものが

多い。低血圧症と比較すると．高血圧症は年

令とともに蝋加する傾向を示すが～低血圧症

は減少する傾向を示している。

年令別、性別の血圧平均値（表－３〕を全

国平均の値（図－１〕と比較すると、血圧値

そのものは被検渚平均が、全国平均J:j,低い

値を示す。このことは前述の血圧異術新数の

多いことと関連して考察すると興味深い。

以上を総括していえることは心臓摘、血圧

疾熊ともに和当数のものがとの地区にもあり

単位は噸Ｈｇ
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多くの場合、適切左診療をうけることたく放

置されている。

特に血圧疾屠の多い点については生活環境

生活条件、食餌等の公衆衛生にも関連した面

があｊ・政治的な配慮も必製であろう。

（真柴裕人記）

関'－１

小児科の立‘場から

して、今年は「乳児クリニック」という特別

の日を設けなかったこと、および昨年にほと

んどの乳児が受診したために、今年は受診の

必要をあ室b感じたかったこと左どが考えら

れる。

他の年令層はほぼ同数受診している。茜た

性別では男女ほとんど差が左い･

表－１受診者分顎

検診の成制

(1)年令、性別

受診者の年令を表－１に示したが、昨年に

比して乳幼児の数が少なかった。その理由と

植田浩司

西開三蝶

昨年に続く伊原川の検診では、受診者総数

７８６人中、１５才以下は３１８名で、この

数は全饗診者の４０．２列にあたる心

(2ノ訴え

何らかの訴えを持って受診した者は２１５

名（６ス６労）、うち兜１０２名（６２．６姻

女１１３名（７２．９冊）であった。

主訴のうちわけは表－２の通りで‐とくに
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(4)肝脈大について

昨年、好駿球荊多を伴った肝脈大児の５例

を報告したが弱本年のI険診で、５例中２例は

昨年受診時とその所見は変らず、他の一例で

肝脈大は箸明に減少しており、１枇搾しか触

れないようになっていた。今年は上記５例の

魔かにさらに４’例の肝腫大児が発見さ拠走。

これらの者は昨年は受診しておらず、いずれ

も今年が初めてであ為。この４例'１．１、好酸球

増多を伴う者は１例の拳で、この例は昨年、

十二指腸虫症として駆虫を行っているが、現

在でも衝血が認められる。他の１例は牌臓も

1.5仙指触れているｏ残り２例は賛血があっ

たロ

表－４疾想別分類

(5)風疹症候群について

沖綱地方に多発した風疹症候群の患者及び

･母親に関する検索は、本年、眼及び耳の障響

をも調べる機会を得たが、これらに関しては

別項に該る。

目を引くものは厳かった但

表－２受診者分類

(5)疾患別分類

耳鼻科、眼科領域の疾患は表－５に示すよ

う侭か駁hその頒陛は糊かつたが、内蒋に

ついては、それぞれの科の項を参照されたいｃ

疾患別に分類すると表－４に示すように~

とくに多い疾患はたく、亜熱榊侍有の疾腿

その他をれ宏疾鯉は下記の(4)の肝順大以外は

見当ら旗い。

表－５１５才以下の耳.鼻眼疾患

－１７－

｜眼疾患
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雀とめ

疾患は内地のそれと変るところはなく、全

般的な印象としては、昨年とほとんど変らな

いｏ

昨年は小児の皮膚の不衛生な班が目を引い

たが、今年はモの印象は余りうけたかった。

昨年、当地における乳製品の醤及について

かたり内地に比して少ないのではないかと報

告したが、本年は同行の公衆衛生新波学校生

が謹査しているので‐何らかの成綴が出てい

るものと思う。

Ｉ

耳鼻咽喉科

石垣島伊原間部落における検診の結果を耳

鼻咽I模科の立場j言，そのおよその眼想を述べ

る。診察の結果その病名と頻度は別淡の通り

であるが、このうち耳疾悪にこの地区の特徴

が表れ.ている。学童検診に行った人より沖紐

地区の耳垢栓塞が多い躯を聞いていたが、今

回の診振にても１５名のすべて外耳道を閉塞

し、この為難聴～外耳炎等の症状を出してい

た。閉塞を来たしていない程度の耳垢は非常

に多くこれらの表の中には含まれていない｡

この原因が体質によるものか‐或は外耳道消

拭の不充分によるものか、又は他の･何らかの

要因があるのかは不明であるが、いずれにせ

よ:度と耳鮪を除去し、外耳道内を消潔にする

必要があると思われる。'脳性中耳炎に対する

処置も多くの慰者は専門医が少ない為治療に

行くのを頻回には行まっていたい｡この様左

慢性疾ﾉWでは短期間の;険診治縦のみでは今後

の治採方針を説明するのみに止我ざるを得宏

かつた。外耳炎江本土にても夏は多い疾患で

あるが１０名中５名は前記耳垢概談が原因と

計.

－１８－

思われ為ものである但
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難聴については検診準術中に雌島における

畷境騒音と難聴の発生頻度を調べる予定であ

ったが、この地区の農家は沖緬各地より移民

して来た人が多い事、又農耕にはトラクター

を使用し、我とが考えている如き静閑な離島

ではなく航空機やテレビの普及と共に一般製

境は沖細本島に近い状態になりつつある点調

迩の対象にしたかった。しかし難聴者１１名

（耳炎症、耳垢を除く〕のうち２名は老人性

難聴、ストマイによるもの１名、チフスにエ

るもの１名、キニーネにJ:るもの２名であり

他は原因が明らかではたい。この地区のマラ

リヤ対策は最近その効果が落し〈キニーネの

使用頻度も今後は減って行くと思われるが一

般に難聴という症状は高度にならないと慰者

も治旅やその柿聴対餓を考えたいであきらめ

ている例が多いものであるので未だ多くの人

が潜在していると思われる。

その他、鼻疾鵬、咽頭疾態等との地区に特

微的宏ものはなかったが世性鼎桃炎が女子に

おいて多く見られた。

全体として石垣島地区では耳鼻咽喉科領域

としては今后各種疾患の黙蒙とその対策の段

階であると思うが、その点来年腹に総理府に

より行なわれる学童検診や今回の如き診縦や

健康相談は意義あるものと思う。

（武末正義記〕

眼 科

熱帯医学研究会に初めて参加して伊原間地

区における検診を行なったが、住民の状態、

検診をうける人数その他について予想がつか

たかつえので計画性に乏しく露正確なもので

はないが‐その印象を述べる蕊にする。

－１９

1．結膜疾魁

亜熱帯の気淵の高い時期で、水質も不良で

あり、農業に従事しているので、皮厨疾患の

ように多くかつ症状の重いものを期待してい

たが、トラホームは数名にすぎず、唯症の結

膜炎が多かったロ

屋外労働に従事する為か、中高年層には男

女を問わず、塊状片が多かった。

２角脳疾患

結膜疾患と同じ燃由で、細薦感染もしくは

その後遺症が多く見られる蔀を予期していた

が、意外に少なかった。

３．動脈硬化症

症例数はかなり多かったが、高度の眼底変

化を来たしている例は左かつた。詳細は内科

の記孟にゆずるロ

4．家族的遺伝的疾患

通常、離島などにおいては血族結婚が多く

その為、網顔色素変性症やその他の遺伝的を

疾慰が多いと考えられているが、少なかったＵ

これは当地が開拓部落の為、血族結蛎左ど

が少ない為とも考えられる。

5．先天性感染症

先天性風疹症候群については別加にゆずる喝

その他については、農家であり、絶えず家畜

と接訟する為、トキソブラスマ症の多発を考

えたが、わずかに１例のみを見出した。ただ

出来れば、次|(]の1ﾘﾘ査では、全員、特に妊娠

可能なAII人のトキソプラスマ抗体保有率をし

らべる湧要があると‘思う□



表－１

－ ２０－

童とめ

細菌感染による疾患は少なく準本土とくら

べて、ほぼ同じ状態であった。

先天的遺伝的なもの、血族結婚に関辿あり

と考えられている疾患も少左かつた。

先天性風疹症候群の多発、特に網膜病変の

種と左パターン、小眼球、先天性白内障など

アジアにおける未報告のものもあった画

6．その他

外傷性のもの、後天的変織のもの産ど、種

類は多かったが、特に珍らしい疾態はなかっ

たロ
1．結膜疾患

急性結膜炎

慢性〃

ﾄﾗｺー ﾏ畷１睡読J〕

翼状片
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２角膜疾 閣
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角膜没婦

円雌角膜
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．．m脈､i化|蝿1期jiE
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弓

若年者はすべて除性であり、前年度の抗体賜

性の最低年令者が１６才であったことときわ

めてよく一致した。１０才台の剛性者は５９

例中４例、６．８妬あったが、これら４‘例につ

いてみると、沖細本励で生れてから移住した

ものが５名、宮古島から移住したものが’名

となっている。沖細本島や宮古勘では現在も

毎年日本脳炎の流行をみているが、これらの

者が、それぞ江の生れたところで日本脳炎に

感染して抗体獲得後移住したものか、移住し

たのちに感染したものかは明らかでないが、

いずれにしても雌近１０～１２年Ⅲ)は日本脳

炎ウイルスが石垣島に浸淫している徴候は露

めら江ず、２年間にわたる検索成繍から、更

にこれを確認することができた。

戒た、５０才以上の者については、低年令

層の者ときわだった差を示して問い陽性率を

示し、１９６７年、１９６８年と、両年度と

1．石垣齢住民の日本脳炎ウイルスに

対する抗体保有調査

昨年度の澗迩の緒果、石垣島住民の日本脳

炎ウイルスに対する抗体保有状況は、わが国

内地や沖測本島とは全く異なｉＸ特異を態度

を示すことが明らかとなった。そこで、昨年

に引き続いて、１９６８年７月下旬から８月

上;旬にかけて、２９４例を対蕊として～日本

脳炎ウイルスに対する抗体保有状況を赤血球

凝難抑伽反応によって剛通した。

検査総数２９４例中、１６８例、５ス１労

が陽性であった。この陽性率は、日本謡炎ウ

イルスの浸淫地の住民における抗体保有状況

としては、州M1地方のそれと比収しても大差

は永いが、これ蛎年令別にみると、陽性の価

を示した鍛低年令の者は１３才で、それより

＃

石臓胤住民の日本脳炎ウイルスに対する赤血球搬娘抑制抗体11Ｗ

（１９６８年７月～８月〕
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年月口

も:極めて示唆に富む蔵料と考えられる。

さらに、１９６８年庇は、人の血消中の抗

体調蕊と平行して、琉球家畜衛生試験場の宇

良宗卸氏らと協力して同励における家畜の血

清中の抗体調査を進めている。

詔
盈
冊

2．レプトスピラおよびリケッチアに

関する研究

１９６７年度に石垣島伊原間地区で柚猟し

たネズミ１０群２８頭から４系統のLoPtospira

javanicaを分離したので、本年度はさらに

その補在性を確めるために本研究を進めた。

1968年７月51日から８月５日までの

間に袖狸した恥或tusrattusl4頭、：k;､よび

SuncusmurinusriUkiua皿ｓ１頭、計１５頭

について、それらの牌と符を摘出したのち尋

１～５頭分をプールし、生理食塩水で１０儲

乳剤を作り、。。系マウスの腹腔内に０．５ｍｌ

ずつ接種し､前年度と全く同様の方法で､レ

ブトスピラとリケッチアについての検索を試

みた凸

石垣島伊原間地区のネズミ調査成紬（１９６８年雄〕

耐撤
ＲｉｃｋＧｔｔｓｉａ

ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ

もに８０諮前‘後の価を示し、しかも高年令層

に行くに従って高い抗体'価を示すものの比率

が高いことが注目された。

以上の成俄に対する意蕊については、１９

６７年庇の報告書で詳しく述べたことの正当

性をさらに確認するものであって、①日本脳

炎の予防に蚊の徹底的砿除が極めて重要であ

ること、②日本脳炎ウイルスは渡り鳥によっ

て年を南方の流行地から移入されるものでは

まいであろうということ、さらには、③沖縄

本島や日本木±における日本脳炎ウイルスは

それぞれの地域で越冬するであろうこと、④

溌らびにその越冬は蚊によって行をわれるで

あろうことが考えられる。他方、⑤長年の間

に繰り返して感染を受けた場合、それが不顕

性感染であっても、１０年位の後に諺１６０

倍ないし３２０倍というかなり高い価を維持

する場合があることが明らかとたった。

これらのことは、日本脳炎ウイルスの自然

界における鋤態を探るうえに正要な恋雑があ

り、日本脳炎の疫学、ならびに予防のうえに

群 Ｌｅｐｔｏｓｐｉｒａ

ｌ謬

１華

１祭

２米 一

２§iそ

１＋

５茶

ろ米

１米 Ｌｏｊａｖａｎｉｃａ

＋Ｓｕｎｃｕｓｍｕｒｉｍｌｓｌ,ｉｕｋｉｕａｎｕｓ

１９６８．Ｚ５１１

８．１２

１ ５

K９

２４

２５

２６

Ｌ

５７

→
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その結果、レブトスピラに対しては、９系

統のうち、１系統がＬ・java11icaに対して抗

体の保浦･を源めたので‐この系統については

さらにモルモットを１代通したのちKorthof

培地に分離培談を試みた。

本年度分離した石垣’９株と、’９６７年

晩の分離株、石垣－７、石垣－９の２株とを

加えて、Ｌ・javanicaのprototypeRat

BOtavia46株との閲で交叉耀鳥反応を行な

った成款は、表のように相互に全く同じ価を

交叉概

示したロ.

また、１９６７年度の石垣－７、石垣－９

株については、簸近試験哲内での珊殖も良く

なってきたので、ＲｏｔＢｂｔａｘｉａ４６株との側

に交叉吸収試験を行なったところ、相互に完

全に吸収され、石垣－７、石垣－９株はＲｏｔ

Ｂｏｔ識ｉａ４６株と全く同一の抗原柵造を有す

ることが明らかにされた。

なお､、慈虫病リケッチアに対しては、いず

れの系統も陰性であった。

集反応

免疫血浦
抗原

ＲａｔＢａｔａｖｉａ４６

石 垣７

石垣９

石 垣 １９

ＲａｔＢａｔ４６

１０００

．１０００

１０ ０ ０

１０ ０ ０

石 垣７

１０００

１０００

１０００

１０００

石垣９

１０００

１０００

１０００

１０００

石垣１９

１０００

１０００

１０００

１０００

交叉吸収試験

抗原

ＲａｔＢａｔａｖｉａ４６

石垣７

抗原

ＲａｔＢａｔａｖｉａ４６

石垣９

ＲａｔＢａｔ､４６免疫血清

吸収前

１０００

１：１０００

石垣７

で吸収後

８

'８

ＲａｔＢａｔ､４６免疫血清

吸収前

１０００

１：１ＣＯＯ

石垣，

で吸収後

ﾛ

日

－ ２５ －

石垣７免投血澗

吸収前

１：１０００

１：１０００

ＲａｔＢａｔ、４６

で吸収後

０

０

石垣９免疫血消

吸収前

１：１０００

１：１０００

ＲａｔＢｎｔ、４６

で吸収隣

'０

８



鼠沖細地方における先天性風疹の追
跡研究

植田浩司・武末正畿

大島健司・西間三聯

１９６４－１９６５年、沖縄地方に風疹の

大流行があり、’９６５年に先天性風疹の多

発がみられた。１９６６年、１９６７年、

１９６８年の５回にわたって洲迩を行い私た

ちに登録された子どもは４７８人に達した。

このうち先天性風疹雀たはその疑の子ども（

下記のＡお‘こびＢ群）は２７８人、母親が妊

娠中に風疹にW恥Iしたがだだ異附のみられた

い子ども（Ｃ群〕ぼ２００人である。

対象

Ａ※妊娠中に肌疹に雁腹し、先天性風修め
権状が１つまたはそれ以上認められる子ども

２２４例Ｏ

Ｂ、妊嬬中の風疹碓拶に気付かなかったが

１９６５年に沖側地方に生宮れ、先天性風疹
※

の症状が’つ龍たばそれ以上鯉められる子

ども、５４例。

ｃ、妊娠中に風疹に棚倒したか、先天性風
※

疹の症状のない子ども、２００例嘩

（※心疾患一白内障、釜聴～網砿媛変）

成 繍

疫学

１９６５年出生した先天性風疹およびその

農の子どもは２７８人で、この年の出生数

２０，１７０人の1.4弱にあたる。

悪児２７８人のうち、母親が妊娠第１三半

期に風疹に椛脹した１１５人の出生月は１９

６５年１月から１９６６年１月にわたるが、

その大多数は１９６５年後半に出生している直

妊娠第''三半期に風疹に擢患した１０８例、

妊娠中の風疹‘匝忠に気付いてない５４例も同

じ時期に出生している。

症状

先天性風疹およびその疑の‘剛児２７８例の

症状は白内障５０例（１０．８筋〕、心疾患８

２例（２Ｒ５筋〕、難聴２４６例（８８．５知

であり雌聴は追跡を続けると鴬わめて高率に

みられる。

１９６８年の澗査では鵬児２３５例に眼底

険査お‘J旧びプレイオーディオメーターによる

幼児蕊力検査を行ったが、その成績では白内

障のある１７例のうち難聴は全例にみとめら

れた。白内障のない心疾恕２４例のうち１８

例は鮒蝿と網膜病変を合併していあ。白内障

心疾患の鞍い難聴は１８９例で、そのうち風

疹椛態が妊娠第’三半期のもの７４例、妊娠

第Ⅱ三半期のものが８２例であった。縮膜病

変を合併したものは１２５例（６６，１儲〕で

あった。網嘆病変のみの忠児は妊娠第Ⅱ三半

期に稲鵬した４例と母親が風疹ＷＭ；に気付い

てない’1例であった。

精神巡励機能発達をろ才に遠し、こうとする

恵児２５５例を対象:て、遠城寺式、乳幼児分

析発適,検疫を行った。正常６例（心疾患のみ

寵たは網肌揃変のみの症例）、難聴のため言

濡発迷と、それに起因すると考えられる軽度

の知的発達のおくれを示し、運1肋機能は正常

の子どもが２１０例（８９弱〕であり、運動。

言語・知的。冊意。社会的発逮が全休的にお

くれをみたものは１９例（８．１労〕であり、

とのうち１１例は白内陣をもった佃児であっ

た、

－２ ４－



１０［

考察と総括

沖細地方の先天性風疹の発生頻度はきわめ

て高く、同年の出生数の1.4妬であり、今後

の追跡にJ台b、さらに雌聡児が発見され、頻

度は耐くなることが予想される。

妊娠第’三半期は、いうまでも左〈．、第Ⅱ

三半期にも風疹に砿州したものにも難聴が多

激みられ、また同じ時期に、母親が風疹掘鵬

に気付かなかった．母親からも難聴児が多数出

生しており、従来先天性風疹の５０妬に難聴

がみられるといわれていたが、追跡研究を行

なうとこれより間率にみられると考えられるｃ

私たちの訓査では８８籍であった。

網膜病変の認められる症例も多い、との診

断的意義が大であると考えているが、血消学

的検証に‘にh検討中であり、誰た網膜病変の

ある忠児の現在の祝機能は正常であるが、そ

の予後について追跡する予定である｡

先天性風疹の榊神連動機能発逮は、乳児期

の頚座の時期のおくれをみたものが７０妬に

認められ、このことから蕊慮していたが、三

才に達しようとする現在、臼内随などを合併

する正症,例8.1筋にそのおくれが認められ、

ほかは聴力がその大きた問題として鋤されて

おり、これらの患児に対する聾教育の意溌は

大きいと考えていろ。身体的発育は標準にく

らべ身長、体重、頭朋ともかたり少ない。

厩－１乳児死世津の推移

日本と沖綴（1920～1965〕

4．沖細、八篭山群島、黒鳥におけ為乳
児死亡及び、分娩状況について

１５ロ

本の約半分と非備な低値を示している。（図

１〕ことに１９５５年以後、沖縄の乳児死亡

率は１０前後という驚くべき数値である。し

かしながら、現梅の沖細の風土と保健衛生の

状態をみてみると、その数値に疑闇をもたれ

るのは当然のことと思われる。これに関し、

今まで多くの検討が加えられており、その結

果、沖細の乳児死亡率が低いのは、出生届、

死亡届の不備によるものであろうとされてい

る。しかしその実態を証明したものはあまり

左い。

１９６７年夏および１９６８年夏、九州大

学医学部熱帯医学研究会、沖総学術調査診療

団、ならびに鹿児島大学、沖縄診療団に一員

として参加する機会を得、八亜山群島鐸竹富

町、熊附,において、乳児死亡、出瀧状況等に

ついて、調査を行たったので報告する。

、●ロ

ー’５－

Ｅ

乳
蝿
売
亡
華
（
出
生
千
対
〕

(7)はじめに

乳児死亡率は生命表とl1jl様、ある地域の術

生状態、医療状況を反映する煎喪な振標の一

つとして注目されているが、過去、沖縄の乳

児死亡率をみると、戦前、戦後を通じて、日 １９２０２５５０５５４０４５５０５５６０６Ｅ
年 次



｢｣；

である。（但し、第２次大戦後数年は助産婦

がいたことがある。）

図－５人口及び世帯数の年次推移

黒胤：１９６０～１９６６

一一

１２ｍ

－２６

100［

８０［

《
へ

Ｐ

里
６０［

半

X－－－Ｘ

４０［ 2ロロ

Ｅ

個

加
人
数

旧知
世
帯
鋤
ｒ

６１６２６３６４６５６６

年次

八煎山群Ｉ勘黒胤における年令別人

口榊成〔１９６７年７月２０日現在〕

１９６［

図－４

bEＴＰ

年令

,・・〃§

(2)調識地区の概況

鯛査地区の黒島は‐沖細、八重山群島、竹

富町に属する、周閲ｆ２Ｋｍ、面積１４ｌｂ１３の

島で、八飯山群島の政治、経済の中心地であ

る石垣島から船で一時間半（約１５Km）の距

離にある（図－２〕･隆起珊瑚礁性の島で諺

かつ非常に平担なため、水に恵まれず、飲料

水は天水に頼っている状態である。島は５つ

の部落（東筋、伊古、保里、仲本、富里〕よ

りまり、その住民は農業又は半農半漁で生計

をたてているのがほとんどである。上記のよ

うな自然条件のため、過去７年間で、人口は

１．１０２名から６４１壇へと波少し、叉．世帯

数も１８６戸から１２８戸へと減少するとい

う離島特有の人口流出を示している。（図一

５〕事実、子供の現住地を調べたところ、ほ

とんどが、石垣市、沖細本島、日本内地へと

振出しており、人口流出を裏付けている。そ

のため、年令別人口構成も、青壮年層が非常

に少い、いわゆるベル型を呈している。（図

－４〕鼎胤の医振は、現在、医介輔が－名い

るのみで、他の医錐機関、医療関係者は皆無

函－２

ＹＡＥＹＡＭＡＩｓ． 女
総数：284人

男
総数：259人

｜隙
｡Ⅱ■
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棚

町.町役所に行き戸紺蝉.t:，chockした。又、

1968年８月には竜１９６７年に澗迩できたかっ

た婦人に再度intel･viewを行った。

interviowに使用したWl1赤肌は、図－５に

示してあるものを仙用し各個人、個人の過去

の妊娠歴を聞き、その妊娠による胎児が、現

在室でにたどった迎命を、それぞれ記入でき

るようにしたロ

図－ ５妊 娠出 生に 関す る調蚕票

ﾉだ

4．結畑年齢初才仰才

1．氏名

九大医学部熱帯医学研究会。西日本新聞民生螺業団

一クフー

２生年月日W年月日才 旧

９

●
■

Ｉ

（年月日蛎居〕5．住所

夫の峨塊５，職業 硯

側

(5)洲班方法

１９６７年８月１日J:，８月４日までの４

日間、黒勘に現在住んでいる１５才から５９

才笈での全女性９９名の妊娠腿、川産歴、分

娩秘所、分娩介助譜、冊I生した児の迎命につ

いて．直接interviGwによって朋査を行った垣

続いてその調査の中で特に死児についての出

生届、死亡届の届出状況を石垣市にある竹富

７

１
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多く、分娩予定日も叉、わからない場合が多

かった。そのため、厳密に流産一早産、満期

産一晩期産と類別することができたかった。

そこで、ここでは大きく、妊娠前期の分娩を
１

流産とし、妊娠後期の分娩を分娩した児の生

死により、生産、死産と分類したｂ表－２に

示すように、最近になるにしたがい、自然流

産の削合よ』'も、人工流産の訓合が州加して

いるｏ般近１０年間では、妊娠１７４に対し

て．流産１７（１０別）、死産３（２筋〕で

あったロ

表－１出生児散頻度（母年令別）

黒島：１９６６年末現在

Ｕ

Ｉ

り ４ ５
岡
● '８ ９１ 内

①

ロ
－
８ ｢Ｕ Ｉ

－
１ ロ

(4)結果′､．、

の出生児数：母の年令層別に出生児数を
｡s

みてみた。表ｆに示すJ富うに、２０才台婦人

８名中、５児出生が２名、５０才台婦人３５

名中、６児出生が１５名、４０才台婦人２４

名中も５児お．よび８児出生がおのおの５塔、

５０才台婦人２８名中、９児出生が６名で最

も瀕度が高かった。なお、出生児数の雌澗は

１２児出生であった。

②流産、死産お』とび生涯数：州人からの

interviewでば、妊娠月数の不明確なものが

２

'１

ロ ﾛ Ｕ

角
● ０ ８

注自：自然流産人：人工流産

一'８－

６ '８ ０

表－２流産、死産お‘こび生産数

黒島：大正５年～昭和４１年

ｚ
』

年次

大５～大１５

昭２～昭１１

１２～２１

２２～５１

’３２～４；

妊娠回数

４０

１０１

２１６

１７４

流産

自、（０筋）
人０（０〕

自０（０〕
人０（０〕

自５（５）
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４４．６（昭１５３

和２年から昭和４’年ｗｌｉで３５件の乳児ｸ亡

があることがわかった。intGrviewにＪ:って

得られた、出生数および乳児死亡数より、乳

児死亡率をだした（表－４）。なお、参考玄

でに雷全琉（以前は沖糊采として、現在は琉

球としての〕統計上の乳児死亡率を、ぼ症中

央率をとって表記した。

⑤乳児死亡者の届出状況：intOrviewに

表－５分娩場所および分娩介助者 黒島：大正５年～昭和４１年

１ ２ ～ ２ １

邑

４［

９Ｒ

黒島：大正５年～昭和４１年表 －４乳児 死亡実数

１２７（昭２７〕

８８．４（大？〕大５～大１５ ０Ｇ ロ

５２８（昭５〕昭２～昭１１ １５ｍ４「
随
●

③分娩柵所、分娩介助者：過去２０年間

で施椴内分娩が１妬から１５妬に、叉分娩介

助者が朽擬梢老（医師、医介軸おエび助産婦）

の秘合が４７筋から６２労にそれぞれ蝋加し

ている。そしてごく最近では、分娩直前に石

垣市へ船で渡り、緊急の場合いつでも医療を

受けうる状態で分娩を行っている。

④乳児死亡：現住の傭人については、昭

１０階

略

９５ １「０

５ ２ ～ ４ １

２２～ろ‘１ ２０臆 １７ ８３

１０．５（昭３５〕

表－５乳児死亡者の届出状況

１月ｉ５ＺＩ

黒島：大正５年～昭和４１年

－２９－

犬５～大 １５３００８ ８．４（大？〕

昭 ２～昭１１４０６１５０５２８（昭５）

１２～２１９５１０１０５４４．６（昭１５〕
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年次

大５～大１５

昭２～昭１１
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陶
巴

J:ってｲ＃られた爽際の乳児死亡者が、届出上

どのように取り扱われてきたかを見たのが表

－５である。乳児死亡という事突がありなが

ら、出生届、死亡届共にだされてい唯いもの

が６０～７０妬もあり~あと出生届はだされ

ていても、死亡届がだされてい末いか‐又遅

れたため、乳児死亡と届出上たりえていない

ものが２４～４０節であった。本棚斑で乳児

死亡としてつかみ得た５５件中、届出上も乳

児死亡となっていたものは、わずか１件にし

かすぎないことがわかる。

⑥過去５年間の出生届、届出状況：出生

届、ｊｉ１出我務期間''４日以内に届けられたも

のは、５年間の出生届出８０件中４５件

（５６筋〕諺１ケ月以内９件（１１筋）＝１

年以内１７件（２２儲〕、１年をすき'て届け

られたもの’件（１１鰯〕であった。(談－６）

死亡届壱届出状況

無島：昭和５７年～４１年
ニ ー ゴ

表－７

，'１

２‘０

．１

便
』

｝
ａ７ ｡弓

但し、⑥:胸､.kび⑦の出生叉は死亡のﾙ111M状

況は、乳児死亡と関係なく、一般の出生およ

び死亡についての届出状況を、八誼山法務支

局保侭の各届けより、出生又は死亡年月日と

届出年月日との差からみたものである。

１

10年

(5)考察

黒勘には、公衆術生蒲護婦や助潅姉が術駐

していないため、母子術生、家族計面聯につ

いての計而的な教育がなされておらず、未だ

多産の傾向が残っている。しかしながら、人

工流産が多くなっていること（風疹による影

樽も考えられるが〕、施設内分娩、布資格者

介助による分娩の割合が増加していることは

住民が妊娠、出産に関し、以前に比し誼目を

向けるようになったことを意味し、保他所、

行政当局の努力と共に、今後一層の､母子殿境

の向上が期待されろ。又、船便の発途に伴い

医療設備のある石垣市へ行きやすくなったこ

とも、母子術生の改善に大きく貢献している。

次に乳児死亡についてみてみ愚とil1torview

によって得られた乳児死亡件数は５５で窄各

１０年ごとの乳児死亡率は表－４に示す如く

である。但し、黒島での乳児死亡率は、出生

表－６出生届、届出状況

黒島：昭和５７年～４１年

⑦過去５年間の死亡渥令届出状況：死亡

届届出溌務期間７日以内に届けられたものは

５年IH1の死亡届出３５件中'i５件（４５粥〕

１ヶ月以内２件（６船）、１年以内３件（８

妬〕、１年をすぎて届けられたもの１５件

（４３節）であった。〔表－７〕
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数が少いため、この撒値をそのまま問姻とす

るには危険がある。ついでそれぞれの乳児死

亡者の届出状況をみると、表－５に示すよう

に、乳児死亡率実と、乳児死亡としての届出

が合致しているものは、乳児死亡３５件中、

ただ１件にしかすぎたい。そして、他の３４

件は乳児死亡という鞭実があゐにもかかわら

ず、統計上には全くあがってきていない｡こ

の票実から、黒島という特殊班怖を考慮に入

迩ても、沖縄の乳児死亡率を考える場合に、

届出の問題がいかに大きいかがわかる。又、

蛾近５．ケ年'1Mの出生厭、死亡ﾙj院みでも、ノ、

出の遅れがめだっていることが、表－６、表

－７からわかる。このことも前述の届出に簡

題があることを裏付けるものである。特に乳

児死亡の,こうに、一年間という短い期朋の中

で、正碓な届けを要するものに与え為形鯉は

非常に大きく、沖縄の乳児死亡率を低い値と

して表わす簸大の原因は、出生脇、死亡届の

未届け、ないしは遅延に』とるものと考えられ

る。逆に沖細の脳生届、死亡届を利用した統

計を解釈する場合には、細心の注意を払う必

要があろう。

(６１結諮

黒島での乳児死亡数は～出生届、死亡届の

未届け、叉は遅延のため、統計上殆んど表面

には表われてこない。とのことから沖紺の乳

児死亡率は、躯爽と相当の麓があぉと諸えら

れる。この鑓を埋め、正しい．母子対策がたて

られるために、今後届出に関し、行政官庁、

医師助源ﾘ､の住民に対する強力左拓導を望

む。

なお、１９６７年１２月２６日立法第１４６

号に襲って、死産届出法が公布され、沖縄の

関係者の手に"こつで:雌子保仙の向上への努力

－５１

がなされていることを附記しておく。

最後に本調査に協力いただいた、竹富町黒

島の諸氏、竹富町役所鳥八重山保他所、八亜

山法務支局、統計庁、：お､よび琉球新報社の諸

氏、叉服児鳥大学沖趣診縦団、九州大学沖縄

学術訓益診療団の諸氏へ、深く感剛の意を表

すると共に、沖細の母子術生の向上を祈って

との報告を終る。

九大医学部公衆衛生学購座

（吉；付仙清）

5．伊原間における母子術生および環

境調査

伊原間におけるとの調壷を私達が考えまし

たのは、昨年の石垣島診縦のデータをもとに

伊原間の人との‘仙座増進化への逆には何が必

要なのか、さらにはこの地における闇題点江

何かを見出そうとするためでありYこす。問題

があるか否かも分からない土地だけに－さず

地区調垂により、住民を知ることが必要だと

考え、伊原間の全家庭を対象にアンケートを

作成、又石垣島の人との生下時体重は日本本

土と比べ余り変りたいのに、小中学校になる

につれ、その差が目だって低いということ、

それは「乳幼児期に商題があるのではない力譜

との仮説をたて、伊原間の全世帯のうち乳幼

児をもつ峨親淀対象に見とり|川|きとり洲森な

作成し、地区については、人文的誤境（産業

地区の沿革、医療状況等）、社会保険詣査、

人口励態等の見地より調盗いたしました。

保健術生

石垣市における保健衛生概況は次の通り。

公立医療施設にば雫八重山保健所、八重山

病院、伊加問診縦所、禰祉摘院八m山分院の



巽容所

１９６７年座死因別変

公衆浴埋

保純衛生関係者数

社会保険

社会保険の対象は、「常時５人以上を使用

する砿業所」となっているが、八重山におけ

る被保険者数は、失業保険１，９７５人、労災

保険3'８４５人、医療保険４，５０５人とたっ

ている。伊原間においては、中学校職風郵

便局典･欝察署員:16､‘にび公新がその通用を受

けているにすぎ左いＣ

ｌ９７０年に皆保険制度が施行されて芯、

沖縄では医師および医疲磯関の絶対数が不足

しているため、伊原間をはじめとする無医村

にかいては、実際にその恩恵に預るのは少左

いと考えられる。

社会袖祉
一

１９５２年、４月１１E|、琉球政府がfIIl立さ

れてから、社会事業は画期的な発展をみる様

になり、現在、補祉四法（生活保談法、児近

福祉法、身体障害者法、老人福祉法）に基づ

いて鞭業が行われている。

しかし、．i９６５年膜の社会福祉関係予算

内容をみてみると、１，７３５，４７９ドル中、

生活保脳歌業費が１，１７５，１６６ドルとその

大部分を占めている蕊から、生活餓哩対簸が

重点的に行表われていろといえきうＯＬかも

最近は、キビ、パインのIMl:作が盛んにたり、

保雌関係施設数
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1５

人口が年と石垣ﾉﾙに維中化しつつある。従っ

て、烏を去る若考が目立ち、離島では老人世

幣がふえつつあり、経済給付をうけるケース

が多い。又、無計画な沖縄や宮古よりの自由

移住者が蝋し、これらが一つの低所得者階層

となり雷主として、・世帯主の病気により脱落

して保波を開始する世帯が多い様である。

近年は生活保砿と相詣って、児童補祉、身

体脈害者福祉、老人福祉の必要性が高童ｂ、

その奨務も増大しつつある状態である。

１階

７

Ｆ

“

■

■

全体の約３５儲が出稼ぎに出ており、その

年代は壱１０，２０代の若年層である｡－世

帯について１～２名であり、その場所は、東

京、神奈川、沖縄本島、石垣となっている。

ろ．家計を支えている仕事について

１

左表の如く７５妬が農

業であり、その他の職

郡は、どくわずかとた

っている。

くアンケート 脚壷＞

劉姦目的伊原間住民の生活状況把握の為

調査方法アンケート調査による

調迩結果アンケート用紙配布数５７世帯

（伊原間全世帯）

回 収 数２０世帯

回収準５ １ ． ５ 秘

家族状況

1．鎮族の椛成人数

膿家の生産物は

Ｉ

全挫溌においてパ

イン、ナツプル、

ﾂ･トウキビを栽培

している。米及び

好戦は非術に少い圏

壱
示
一
４

2．出稼ぎについて

教

あ左たの家の宗教は

家族排成数は、上表の如く１０人が最高で

あり２人が最低であって、平均は一世帯あた

り５．９人となっている。日本本土における昭

和４１年の家族識成平均人数は４．０５人とな

っているｏ

別居者の内服

P

各地よりの入植部

落の為か、いろい

ろな極細の宗教が

入り乱れている口

－５３

同別居未記入のうち１６

才以上で学生のものが２

名あり、２０世帯中１１

名が、商、及び大学在学

の為に別居している

裟種

坐業

漁業

商業

公務員

解答なし

計

世帯数

５
２
１
１
１
２０

家族椛成数(人〕

世帯数（世帯〕

５

'５

1０ 計

2０

別居理由

高校在学

会社勤務

大学在学

美容師

不 明

剛

人数

８
２
１
１
３

１５

祁 類

パイン

サトウキビ

芋

班菜

米

世椛数

出稼ぎに行っている（世帯〕

〃行ってい左い（〃〕

解答なし（〃〕

端．

1２

２０

種 類

仏教

キリスト教

神道

その他

なし

解答なし

計

WW数

》
。
５
ワ
』
１
〃
○
５

２０



8．ごみについて

処理方法

伽所の梯式は

ろ。その処理方法は

不衛生処理である。

便所の手洗いは一般

に、汲み置きを利用

しているが、ない世

帯が２５粥にものぼ

っている鞭は大きな

閥越である。

その侭とんどが叫

く叉は海にすてる

のであり、焼くに

しても各家座でた

篭つた折に火をつ

０

平均約2.1鉦で

もるが気候柄か

板の間が多く板

の剛も含めると

１人当り平均

2.8慨となる。

日本本土におい

ては、昭和４口

年、持家世帯が

１人当り５．８畳

借家世帯は３．５

すべて耐易水道を利

用してい届。大雨の

後等は、故障が起り

やすく、その場合は

天水、井戸水を利用

しているｏ叉、その

水はほとんど自家専

用である。

５

便所の手洗いは

－３４

４

１

凸
●

ｉ

畳、間借りで江5.0畳とたっている回

６．水について

・使用している水は

生活一般

5．家について

１人当りの畷教は（慨の間のみ。

儲１２０１
匡阜Ｌ

ｌ２０｢］Ｉ

Ｚ便所について

便所は

つけるといった方法で衛生的とは言い難い。

文化

２新聞については、２０世稲中９世帯(４５

儲がとっている。そのうち２粒類以上とっ

ているのは１世帯のみである。とつでいな

い理由としては緑済的に余裕の左いのが､‘

５８儲であり他の理由からしても生活のレ

ベルがうかがわれる。

新聞の種類は

その７kは

便所は、そのほと

んどが自涼専黒で

あり、椴式は汲取

式である。そのう

ち一世帯のみが改

良便所となってい

汲み取り

その他

解答なし

計

１７世帯

２０

水道

汲み撒き

その他

なし

解答左し

計

世帯

２０

自家専用

‐『‘伯

同ソぐ

解答なし

’
一
一
》
、

１７世帯

2０

琉球 新 報

八遮山振日

沖縄′イムス

聖教新間

詞

６世帯

１０

1人当りの登数

０．９畳以下

１～１，９

２ ～ ２ ． ９

３～５．９

４～４．９

５ ～ ５ ． ９

６畳以上

解籍なし

齢

世帯数

１
５
５
４
１
１
１
２
２０

井戸水

水 道 水

’
一
審
、

０世帯

２０

２０

自家専霊

共同

解答なし

１８世淵

焼く

土中に埋る

海にすてる

その他

－－－

１２．世帯

１

１２

１



冷蔵肱７ス６労、嘱気洗濯機８４．８筋と高薬

を示しており伊原間ではまだ蚤だ‘低い。

食生活

13．主食は何か

‘111,家にある楽器について

蕊器は比較的少〈、小学校等で使用するハ

ーモニカ、笛、カスダネツト等がわずかに

あるのみである。又特宿りものとして蛇皮

線が見られる。

１２．耐気器具について

層

伺噌４５年２月現在、

全'世帯が米を主食として

おり、それに加えて左表

の如くめん類、芋類等が

加わっている。

２［

●

●

10．家での楽しみについて zｌ

－５５

ラジオ

テレピ

象族との団j蕊

読‘謝

映面

その他

１４世帯

１２

４

５

１

１

特別娯染加股が

あるわけでもた

く、左表の通り

である｡

14．強化米、インス′ン卜食品について

栄恭の而から強化米についての知鮒を見て

みると６０儲の世帯では一応知識としては

知っている。しかしその使用状況となると

２Ｇ筋程度であるロインスクント食品に関

してば５５飴が此用してお･り、その内容は

ラーメンがほとんどであるＣ

ｌ5．農繁期とそうでない時の食事について

食墓の回議は普段に比して股鍵期は

とっていたい理性

以上を占めることになるじ

璽労側を考慮されて

であろうか普段より

も念入りにする所が

５５軸を占めているじ

16．食馴を作る人について

そのほとんどが妻及び母となっており、

湊と答えた所が５世帯あった。

1Ｚ食事改善について．

刑気器具は

生活必需品

と思われる

冷蔵順や鯛

風:機よりも

娯楽として

のラジオ、

テレビが多

く普及して

おり本土の

農村等と同

じような価

向が見られ

る。本土で

４ 織 爾 気

食事の内容は普段と比して農織期は

解答なしを含め

ると考えた事の

左い憧諾が半識

子

テレビ９６，４粥．

湾えた鞭がある

考えた塞がない

解答をし

５世淵

６

器具名，

ラジオ

アイロン

テレビ

剛・瓜機

洗綴，機

冷蔵庫

碓気スタンＩ､′

〆トープ

電気釜

ミキサ一

力ミソリ

ブﾚｰﾔ一

テープレコーダー

幽魁

７
４
２
９
７
７
７
２
２
１
１
１
１

普及蕊
－ 一旬 ■

８５労

（
Ｕ
［
Ｕ
声
。
↑
。
岸
、
戸
。
０
０
【
。
岸
、
Ｐ
ｂ
｛
ｂ

７
〃
０
Ｊ
４
ラ
。
一
○
》
。
副
Ｉ
１

祇類

米

めん類

いも類

‘麦

パン

世帯徴

３
３

念入り

変らない

簡隼

解韓なし

７．世帯

１

経済的に余裕がない

読む暇がない

興味が末い

字が銃めたい

解答たし

計

４．世帯

２

’

一
打
１
０
訂
－
０
，

１１

多い

変らない

少い

３世帯

１６



４０筋の家庭に

置かれていろ。

その内容は間腸

莱、かぜ薬、鎖

リパテープーマ-

食祁改轡を行ってい次い理由

＆

９

綴済的余裕がない事が蛾も大きな原因であ

る。叉食品の乏しさもその一因をなしてい

ると思われる｡

医疲関係

18．家庭薬について

考察

以上、伊原尚住民の生活状況を把握すべ〈

調査結果を考察してみよう。何といっても回

収薬３１．５妬という予想外の低率である為に

この結果からして伊原間全休を111'しはかる噸

は、到底困難な串である。しかし一応の外略

は握めるのではたいかと思われる。

考察に当りこのアンケートの回収２０世帯

は稜極的にアンケートに協力したという一点

をとってみても、又低いと言われる、高校大

学の進学室の点から言っても、伊原間におい

ては、かなり問題意徽に目弛め、生活レベル

も高い方の階層ではないかと推定される。こ

の拳を讃ず考慰しておかなければならない。

たお、比較検討すべき査料がたいので現状

を述べるに留茜ろ。

揃剤や救急薬品としてのリパテープ、マー

キユロ等であり、自宅で作った漢方薬的な

ものも見られる。薬の入手先は盤屋と答え

たのが１６世帯、行商人２批帯となってお

り、この両者の区別は明硫でなく、多くは

行商人にたよっている様である。その他は

公論１、自家１となっている。

1２獅気になった時どのするか

家族の中に占める位置（おじいさん壱おば

あさん、世帯主、嫁、子供等）により、そ

の処磁が異るのではないかと予想されたが

そのよう宏鞭はほとんどなく、誰が病気を

しても病院に行くと答えた世帯が圧到的で

あり、次に談庭薬、公霜と続いている。誕

壷者としてば、無医地区である当地におい

て、処圃がまずどこに依頼されるかを知り

たかったのであるが、期待する解答が得ら

れなかったり

閃
●

アンケートの順を追っていけば、家族状況

は、核家族ではあるが、子供の数が多い所か

ら一世帯5.9人と本土に比し揃い数仙を示し

ている。島内での生活困難の為であろうか、

あるいは就職困難からであろうか、若年層に

は本土及び沖緬本島に出稼ぎに出ている例が

多い。当地において家計を支える仕班は雌業

が錘とんどで、多くの住民は年中暑さの中で

農作業にたずさわっている。

次に栄養面を見てみると、昨年の診蹴結果

にひき続く公器さんの指導にもかかわらず、

粗悪な栄養状況は運だとして改讐されていな

いでいる。その理由として経済的左余裕のな

さ生活に追れての時間的余裕のなさ、及び住

民の知識の低さ等が、その大きた原因と戒っ

ている。又自給自足の.こう左生活を行う伊原

間にとって、班菜頻の生派の少い班をはじめ

食品が乏しい蝋も栄挫のフンバヲン〆をきた

－３ ６－

経済的余裕が永い

ほしいものが手に入ら左い

やり方がわからない

忙しい

古い習償が改められない

家族の理解がたい

尉

４世帯

３
１
１
０
ｐ
Ｉ
－

世いている

股いていない

解答なし

計

8世諾

２０



●
●

･す一因とたってい為のでは永いだろうか。

次に生活全般について見れば、決して豊か

であ為とは言い難い。住生活では１人当り畳

数約2‘１'WLであり、鋤低の家では０．４畳とい

うひどさである。板の間を含めた場合におい

ても１人当り２．８侭で、住宅歌’情が良くたい

と言われている本土の間借りの平均よりも低

い状況である。術生面からいえば水逝は簡易

水道であり一応自家専朋ではあるが、消識等

砿とんど考慮されておらず、大雨その他の天

災によりしばしば陳審があるのが現状である。

便所はすべて汲取式であり、処理は不衛生処

理、塵挨も不衛生処理がたされており環魂衛

生面の問題も大きいと思われる。

丈化而においては、新聞の状況で明らかな

J:うに、か左b立ち巡れているといえる。そ

の理山としては、や‘はり椛済的、時間的理由

再には興味がたい等があげられて:侮り、ここ

でも栄誰而と同棟な冊閲が、立ちはだかって

いる。所が、この脱う賑状況の':|'で砺気器具

だけは、消挫ブームの波に乗ってか急速に普

及しつつある。しかも生活必需品をさておい

て、テレビ、その他の娯楽的左ものが優先し

維活のアンバランスをきたしているJ:うに思

われる。娯楽施股の少い中でやむ得たい而も

あろうが、清擬ブームの波に押し流されて、

生活の韮木的宏而の改善（栄養壌境衛生…

…等〕が忘れられたり、左おさりにされては

ならないと思う。

最後に医掠而については、無医村でありな

がら家庭旅の普及も悪く、又病気に戒つた場

合も隆者がいない躯、術院までの距離が速い

躯により川てくる冊噸は、非術に大きい。

く間を取り調誰需

目的：母親の生活状況及び乳幼児の保育状況

を把握し、乳幼児の発育に及ぼす影智

を検討する。

訓査方法：個別訪問による叩きとり肌査。

対象：乳幼児をもつ母親～末子について磁棚

１７件。

記載：昭和４５年７月下旬

1．母性についての虹間

（１）仕事について

(２１生活時間について

本土に於ては

腿業従事者は

９４筋である｡

1８

Ｉ

もっと経済的左保障がなされない限り改秘さ

れない面が沢山ある｡しかしそのような政治

的改善を望むと共に出来るだけ多くの知撤を

導入し、住民１人１人が雌廉な生活を作り出

す意を培っていくことが重要なことではない

だろうか。私達の知論の未熟さや、昨年の貧

血が公にされた事による住民の反発の為にア

ンケート調恋はう驚くいかなかったが、わず

かではあるが、これを喪料あるいは契期とし

て何らかの前進を祈ってやをない。

以上間脳を追求していけば、どうしても、

－５ ７－

睡眠時間

仕窺時間

午雁

平均Z９時間

平均ス３５〃

平均１．１５〃

７～８月の本土

農家の主婦の平

均労働時間は、

ス４２時間で差はあまりないが気候而を考

えれば辰とんどの者が午睡をとり、日照度

の商い時間をさけているとはいえ、伊原間

の主卿の体力消耗の方が間いのではないかｃ

(5)自分筒身雌蕊と思っていみか

大〈のものが健康だと蕃えているが、現在

家事のみ従事

時に家事以外の仕蛎

家事以外の仕躯をもつ



１０日

１４日

１５日

２０旧

３０日

噸鱒:．｢：
仙等かの症状を

もっているもの

前は!低い。

(8)妊娠時の食事について妊娠中と↓.､クニと

で特に注意したか否か。

５
１
３
３
属
］

が７０筋あるｏその内訳は、肩こり２、腰

痛５、頭捕５、関節術２，足がだるい２、

その他（端息、空似時''1術、のぼせ）

(４１母親学級、柵人会等への参加状況

刺

気をつけ表かつたも

のが多く、気をつけ

ものを取る、!③食べ

ミルク果物、肉類を

たものは①Ｃａの多いものを取る、

たいものを食べる、③ミルク果物、

多く取る等。

(9)妊娠時の服薬の布無

１

･母親学級への参加は妊

娠時乳児期の子供を博

■
．
■

ワ

つ時５７鰯参加している。

「妊娠時の母性について」

(5)妊娠を確謹したのは何ケ月頃か

－３８－

有と答えたものほとんどは、

風邪薬、頭痛薬等で特に妊娠

との関述はたい。．

ほとんどの人が直前笈で仕事に従事してい

る。床もげに関しては調査時その意味を明

確にしなかったため内容は不統一と思われ

る ｡

(7)妊娠時定期検診の有無

確認巡由としては、月経がみ

られ欺くなったこと、つわ，、

腹部の変化を過げている画

１

P

Ｆ 2．乳児について

(１１主な栄誰は０

受診者は１７名中１３名

であり、検診は助産蝿に

聖るもの、相談という形

で公看によるものを含み

それがほとんどで、助産

婦によるものが５５筋、

受診回数は左表、受診率

ケ月が最も高く４ケ月以

(6」潅体について

産前に於て

２～３才頃までIWi乳し

て い ろ も の 亀 あ る 心産后（床るげ〕

１

1.に妊娠６，７、 ８ケ月が最も高く

(2)・実際維乳を開始した時期と理想と思う離

乳時期。

離乳開始の時期は全休的に遅れがめだち趣

想とする時期にも問題はあるが、突際と理

想と一致したものは５０謁弱であり、離乳

に対する知講関心のうすさを示すロ

１

１

１

１

Ｐ

．

ｉ

Ⅱ

１

２

ｚ
“

Ｉ

１

１

ｚ
』

冊１

Ｊ
１

分娩４日前

分娩５同前

直前篭で

7～８ケ月以后

･母乳による

人工栄恭

１６

受診回数１

２
５
４
５
６

ｆ

″
″
．
・
″
″
″

無回答

月
月
月
月
月
月
月
月
月

ケ
ケ
ケ
ク
ケ
・
ケ
ケ
ケ
ケ

３
５
６
７
８
．
０
２
５
８

解答

１

１

．１

イ

無

３
ケ
月

４
ケ
月

５
ケ
月

６
ケ
月

11

７
ケ
月

８
ケ
月

９
ケ
月

旧
ケ
月

洞
ケ
月

値
ケ
月

幅
ケ
月

鞭
解
答

と’５
かつた’１７

ｸ･月

ヶ月

ケノゴ

ケ月

有
無

不明

.､８

参加している

不参加



目

(3)，爽際の完全離乳の時期と理想と思う完全

離乳の時潮について

離乳開始と同様遅れがめだつ、無解答の多

いのは完全離乳がよくのみと龍れていたい

からではないだろうか｡

＃

ポリオ、種痘、ジフテリ

ァーツベルクリンを100『、

髄受けている。

(8)定期検診受診状況

与え方

.Ｉ

受けていると答えたも

ののうち助産婦及び公

悲にJこるものが侭とん

７

月

ｉＩ

どで過りや全く受けていないものが半数以

上あるのは問題である。

(９１主に乳児の世話をするものは

祖父１、祖母５、父１、母１０、子供１、

決龍っていたい１、で過る。１MA鵬期にお､け

る状況は不明であるｃ

１１

函
。１

Ｆ

■

■

■Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ

問
宅

(4)離乳食について種靭与え方をみると

秋類， 3．幼児期に関して

(1)育児面に於て縦も心配たことは何かとい

う衝間に対して

(5)おやつに関して与え方稚識

穀類が多い、卵黄

に関しては古くか

らの迷侭が離乳食

として選ぶことを

遠ざけている而も

ある□

－５９－

(7)予防接獅状況について

時と．〃

’
７
９
１
’

箪編や？鳩':’ 与え方は１日２～３回が多く謡計画的では

ないロ

(2)しつけについて意柵して行なっているか

という開に対して

1路

しつけの状態について

は把握していたい。

(5)育児知識について

医師、マスコミよりと籍えたものはない。

(6)泳浴の回数をみると

４

０

０

２

毎日行なっている’１ヨ

０

時走の内、５名

が隔日に行って

いる、

大人の物をやわらかくして

別に測選して

その雀黄与える

無解 答

０
｝
。
や
わ
１

公珊より

経験者より

自分の知識

８
５
４

助潅蝿より

祖母エリ

解からない

している

していない

わからない

１５

発育について

教育について

倣康について

別にない

２
１
２
２

うけた

うけない

１７

穀類､パン､めん類

野菜すりおろし

果汁

卵 類

その他

子供が望しがる時

補食として

気嫌とりとして

慨うび

その他

毎日与えている

時と当iえている

与えていない

1５

受けている

受けていない

無解答

舗誤趣
８ケ月

１０ 〃

１言才以上

２〃

５〃

未終了

無解答

１０ １２ １３ 無解答



出生児数（昭和２２－４２〕

Ａ痛院及び診療所Ｄ医師、助巌婦直

Ｂ自宅その他Ｅ近親者その他

Ｃ不明Ｆ不明

内地では分娩場所の８４兜は施設でゆる･

介助者は内地では医師、助産婦によるもの

が９９篭をしめる。昭和２２－３１年の

２４筋に比し、昭和５２－４５年於ては、

４５妬と上昇しているｏ

以上アンケー1,による現状から考察を進め

てゆく｡

母親の日常の生活状況をみると本土膿村と

ほ姪一致し、仕事面においては家事のみ行っ

ているものが５０釣となり、本土の５５妬に

比して一見藩ついてみえゐ。しかし、n分自

身健旅で参ると思っているかという衝悶から

いいえと答えたものが多く、何等かｏ症状を

意識するものが７０妬近くいることは伊原間

地区の主婦の労働条件の改善の必要性を示す

ものでは哀いだろうかｐ

母子衛生の向上は乳児幼児の発育にその叢

浅通じるもので、それは地区住民の母子術生

に対すゐ関心と態度に大巻く左右されるもの

であり、関心の低くさは向上をはばむ大き表

嗣子となる。一般に農村においては若の関心

度は都市に比して低い。伊原間においてもや

出瀧当日までほとんどのものが‘仕事に従事し

ていること、産前産後の栄養の考慮がみられ

たいこと＝医臓磯関にめぐまれないという地

ポリオ､菰痘糧腸チフス、

ツベルクリンについて旅行i３吻

(5)宏期擬診について

１１２

１年に１回八亜山保他

所より連絡あり、その

'濃うけている。

(6)主に幼児の世話をする人について

乳児の世話をする人と格差ない。

5．母親の結幡年令について

現在２０才代では１人平均約２３人、３口

才代では４人、４０才代でばス４人と年令

の高いほど多産性の傾向がある。

(2)流涯、死瀧及び生潅激についてみる。

内地との差はみられ左ぃロ4．出産状況の実態について

(1)出生児激頻度を年令別にみると

才
・
才
才
才

０
５
０
５

２
２
『
◎
５

へ
一
一
一

５
０
６
１

１
２
２
ろ

２
２
２
１

１

－４Ｃ

』

(4)予防注射について

過去２０年間における妊娠回数と流生産の

割合であり、年代別の比較はできない。

(5)分娩場所及び分娩介助者について

２１１１常

.Ｉ｜’

生
一
群
－
７
６
７
５
５

潅
一
棚
一
ろ

昭22-42

妊娠回数

20代7

50代４２

４０代“

産
一
簡
一
加
配
鯉

流産｜ 死

謹数儲実数

００

：Ｗ|：

受けたもの

受けぬもの

1５

受けている

受けていない

不明

７
８
２

現在年令 計

人
人
人

３
９
５

ｔ
李
！
ｔ

討
洲
洲

０
０
０

２
５
４

5６

５７

２
２

２

１

８１９ 1０ 1１

昭２２－５？

分娩
回数

場所
Ａ:Ｂ§Ｃ

I介助渚

|D:E;Ｆ

‐‐‐‐‐－１

Ｈｆｊ３２－４３’
一一一一一凸二一I

分娩
回数

場所
Ａ;Ｂ:Ｃ

介助者
ＤＥＦ

2ｃ代

50代

40代

1４

２１

２１？

il4；
：：

i21i

４
．
．
．
５

2２

１７

1；識

ｉ、
２０２
：勺
弓.

1:､１６：



理的条件も加わっているが妊娠を惣倣したＩｌｆ

;検診を受けたものの割合が低いという結果か

ら筆妊娠出産に対して特別を関心は払われて

いたいと推測される。

乳幼児の保育状況からはどうであろう｡乳

児における栄養は母乳によるものがほとんど

で理想的と思えるが、長期受乳者が多く‐雌

乳においても理想とする時期と開始時期のく

いちがいが大きいことから、意識的左努力は

たく、自然のなりゆきにまかせているのでは

ないかという傾向があるのではないかと思わ

れる。離乳開始の遮れば主婦の理想とする時

期の考え方をみると、育児知識そのものに欠

けていることがあげられると思う。新しい如

綴の蹴入の機会が少求〈、ほとんどが公論に

.！:るものであり、公論にしる多くの地区を１

人で受けもっているため、予防注射、検診に

おわれ手の及ぱたいのが爽情であり止むを得

ないかもしれないが放侭は許されたい。

テレビの普及が急速にのびている今日、マ

スメディアへの期待もかけられるかも知れな

いが母子･術生への意識、関心なくしてはいく

ら番組が椎成されていてもそれを見る可能性

は少宏い。従って今なされなくてはならない

のは医師、公弱、助産婦等の専闇家による蝿

人会、Ｗ年会への働きかけによる意識の浸透

を計ることであり、同時にそれに参与するこ

とので営唯い貧困職～側別的左側きかけが左

されなくてはならないのでは表いかと思うｏ

出産状況の実態より、出生児数頻度は多産

傾向を示しているが、，織件保護の上からも象

庭生活の安定を計る上からも、今後家族計而

ということが考えられてゆくべきではないだ

ろうか｡

－４１

洲迩を皿して

私達のみた伊原間は～サンゴ礁にかこ壷れ

ハイピスカヱの咲きみだれる風光明楯で自然

的頚境にもめ<壊れた所ですが、産業もパイ

ンとサトウキビが主で、その発展もこれから

が期待される所でもあり堂す｡伊原での唯一

の医療:磯関である保健所出張所の公滑さんの

活馴もめざましく、部落の人Ａと共に地区民

の生活向_上に努力してわられ熊した。一般的

にテレビその他電気製品の普及も数多くみら

れましたが、その支払いにおわれ生活にもか

なりきびしい面がみられ諾した。「子供の発

育はその乳幼児期に問題が過るのではない加

という仮説よりの見とり附きと，調査からも

母乳栄餐という理想的な育児法をもちながら

も、大切左離乳という知鮒が淡く、離乳期が

きてもまだ母乳にたJきっている。しかし歯が

はえ、物がかめるようになると直接大人のも

のを与えているか叉は少しやわらかくしてそ

の喪ま与えている恥等もわかり、離乳期を例

にとってみても童だまだ改善されるべき点が

沢山残っています。それに叉仕事が忙しい為

母親が子供の教育はもちろん保育においても

充分にかﾏってやれず、放慨状態になりがち

宏面もずい分みられをした。農林省からの農

業改良普及所により９月から湛密指導地域に

指定されていましたし、今後も行政面、術生

而での摺那がなされ、公沿さんや学校の先生

方、農業改良普及所の方倉、又部落全員の協

力により－層の生活水準の向上と農業の発展

が、これからの伊原州においてなされること

を期待してい左す。

編岡眼立公衆術生滑液学校

綾部みのり。岩北光子・田中ヒサ代

長lllif千草。山内カツエ



6．石垣島への肺吸虫調査．、

日本列島蛾南端の海上に浮び、燃える患う

左太陽のもとに、紺瀞の海とサンゴ砿に囲雀

れた八亜山群州石垣島へ旅することができた

のは、寄生虫学を勉強する者の一人として、

大変僻しいかぎりであるＤわたしはとの島で

肺吸虫を求めて、山野をかけ巡ったのである

が、そのことについてのくることにしよう。

その前に、肺吸虫という虫について簡単に説

明しておきたい。この虫拡、現在、日本で５

種類知られ、そのうち、人間に寄生するのは

ウエステルマン肺吸虫だけであ為。ほかの大

平肺吸虫論小形大平肺吸虫、宮崎肺吸虫、そ

して佐渡肺吸虫などは、未だ人体か僅の寄生

例が報告されておらず、人間以外の吋乳動物

に寄生する菰噸とされている。吸虫瓶の多く

は、その生活霞の途中で、カイ領奄魚錬、甲

殻類などの中間楕主を持っているが、肺吸虫

の場合には、この中間宿主が鞄１、蕊２と.参

って、伽者はカイでめり、綾者はカニと液っ

ているｏとの第２中間宿王のカニに寄生する

メクセルカリアという肺吸虫の幼虫壷、人間

が経口的に擬取すると、幼虫は閲椅を券猫し

て似腔に到り、そして、蛾後には肺臓に移動

して虫のう瞳と主ばれるシストを作って、そ

こで謡生生活を送るのであるが、時忙は脳な

どへの異溌寄生もみられ、致命症と癒ること

さえめる出

さて.、今回の誇査地である石垣島では、こ

れ茨でに、人体肺吸虫症の報告はなく、また

この虫についての調赴研究も極めて乏しい。

ところが、去る５月、宮崎教授は石垣脇で開

かれた沖葱熱帯医学会総会で御講演の折、寸

暇をさいて肺吸虫調壷を試みられ、この島に

ミヤザキサワガニが生息することを初めて明

らかにされた｡このカニは石垣島に近い台湾

で、ウエステルマン肺吸虫や小形大平肺吸虫

の第２中間宿主として知られ、その名は.宮崎

教授に由来するものである｡わたしの目的は、

とのカニが台湾に近い石垣島で見つけられた

ことから、ウエステルマン肺吸虫や小形大平

肺吸虫が石垣島にも分布するのではないかと

いう期持の下に~これらサワガニを採集して

肺吸虫メタセルカリアを見出すことにあったｃ

ところが、この島にはサキシマハブなる剛虫

顎が生息し、住民の生活を脅かしている。不

幸にして、わたしの目的とすみサワガニは、

このハブがたくさん住んでいるような山の小

川に多いのだから困ったものである。しかし

カニを採集しないことには仕駆にたらないの

だから、初めから、１庇や２膜はハブに噛ま

れる弛悟でやって来た｡､い,さ~現地で調査を

姑めゐとなると、見知らぬ土地は勝手が悪く

どうも心細い。団員と共に朝食を終ると‐小

林団艮以下.、団員諸険の御忠告を受けつつ、

心をこ妙て作って頂いたオニギリ片手に、来

る日も来る日も山へカニ採集の日課であった,：

数すぐないパユの便を利用して、目的地近く

堂で,h'〈のであるが、ユに中、土地の人述と匿

療のこ色、産業のことなど、語り合う機会が

持てたのも.、カニ採築という特殊作業の御蔭

だと思いつつ、（気の窓から上下左右にゆれ

為囲，の紫色礎眺めた。この脇の人迩はだれ

もが、心優しい･これも美しい自然の賜物だ

ろうと患う。しかし、この住人の心の俊しさ

や自然の美しさとは対照的に、ここで生活す

る住民の術生徹理、生活の貧醐さには、全く

驚嘆させられる。一日でも.早く毒とれらの点

を改継できる日が来ることを祈りつつ、パス

－ ４２－



を降りた。

石垣島の住人の左かには、車中で知り会っ

て、カニ採集を手伝ってくれる人、また、道

をたずれると、１日中でも山道を案内してく

れる人もいた。とん表時には、わたしも非常

に気丈夫で、カニもたくさん採築することが

できた。しかし、肝心の肺吸虫メタセルカリ

アは、何百というカニの検燕にもかかわらず

醜われてくれ求い。.何故かと考えてみる。こ

の.虫は、前にものべた蝶うに、館１中間宿主

のカイと、第２中間宿主のカニが生息し、さ

らに、カニを食べる噛乳勤物の生息が必塾条

件である。住民はいったい淡水のカニを食べ

るのだろうか？たずねてみた。すると「山に

も,カニがいるのですか」と応答がかえる､〃

日本でウエステルマン肺吸虫の鋪２中間宿主

となっているモクズガニはどうかとだずれる

が、これも食べ左いと言う。結局、この島は

四方が海に麗富れ、海の幸が豊徹だから、無

理して山のカニなど食べないのだろ，と想・慨

した。

こうして‐石垣島の山野を巡るわたしの寵

充は、ハブにも輪れることたく無事終ったの

で多為が、肺吸虫を見出すことはできたかっ

た。残念である．しかし、ミヤザキヅ･ワガニ

は生息密度が低いため、充分な枕迩個体数を

得ることが困難で過った。したがって、今後

は、もつとたくさんの佃休数を柵て、細恋を

飯ねる必要が過り、また、衝表励にもこのカ

ニが生息する可能性は充分に考えられるので

今後の調迩研究が期待される。

この稲を終るにあたり、わたしの鯛交研究

をこころよくお許し<ださ，、御協力頂いた

小林団長はじめ、団員の皆さんに感謝し篭灸

九大医学部寄生虫‘学教型橋口錐久

－４Ｚ

〔特別寄稿〕

南洋カロリン群島イフアルク環礁に
旅して

内田照淑（九大・農・鋤物）

南太平洋にはミクロネシヤ．メラネシヤ、

ポリネシヤという多くの島左から承る広大な

地域がある。そこに生活する未開左脇民は主

にココャシの果爽ココナツを主食とし、コブ

ラの輸出に,上って生計をたてていろ。ところ

が、この広大な地域にクマネズミRattUs

rattusお､Ｊ:びナンヨウネズミRattu8

GXulanS（クマネズミに似ているが、やや小

形）がずっと以前から跳梁し~ココナツが未

熟なうちにヤシの幹の頂上にまで登り、果実

を食害する,，鼠は果爽の上端、柄のコけれに

近い部分をかじるため、果実はやがて落ちる。

この経済的被害は籍しい場合は３０～４０偽

に達する。窪悪はこれだけにとどきらず、さ

らに鼠は落果の脈乳を食讐し、残った旺乳は

発酵して獅子の硬い股はお碗に早変わりする

ので、ポリネシヤシマカAedespo1ynesiensig

などの幼虫の発生源と表ろ。そのため糸状虫

症やデング熱の蕊延を助長し、衛生的悪悪の

税源ともたっている。ＷＨＯ（世界保他機柵）

はとの経済的、術生的害悪の根源である鼠を

実態のない程匪に抑圧し、南洋島民の生活を

少しでも改秘の方向に沸くことはできたいも

のだろうかと、この研究に着手した。

いう玄でもなく‐防鼠方法には翼境的駆除

法、化学的、機械的駆除法、生物的露除法が

あげられるが、これらの緒方法を生態学的韮

盤の上に立って、統合的にうまくかみあわせ

た防鼠対鎧を砿立することが亜要で診る。し

かしながら対独地域の凝嘘（立地条件、産業



形触、文明税度など）いかんによって、どの

方法に愈点をおくかが問題となるのは当然で

ある。すなわち、観実に即した実施可能索、

しかも継済性あろ合理的方法で蛎除の目的を

達しなければ茂らない。こうした理由から、

広大な地域に散在する南太平洋の未開を島会

への防鼠対簸の一環として、天敵の利用がク

ローズ・フーツブされた。生物的駆除法として

今までに狐だの生物が爽用的にあるいは実験

的に考慮されてきたが、その重要な一部門と

して捕食性動物への期待がある。１９６４年

春、ＷＨＯの環境生物部長Laird博士（現在

カナダのMemorialUniversityofNewfou-

ndland､生物学科主任教授〕が昆虫天敵の権

威である九大喪松京三教授を訪れ、この闇題

を批起されたo

LIWi士は天敵として、戒ず南洋の若干の脇

とに第二次大戦以前に日本人によって防鼠の

ために輔入されたオオトカケVaranusindi-

CUSに蒲Nしていた。ＷＨＯはこのオオトカ

ケの天敵効果を評価し、との導入実験をさら

に南洋の勘で行左う価値が過るかどうか、そ

してオオトカグの効果が期待されない場合に

は、他の天敵候補として推奨される勅物につ

いて答申するよう、竣者をコンサルクントと

して南洋に派過した。

筆者は１９６５年１０月２３日から１２月

５日護での間、アメリカ信託統治領西カロリ

ン群脇イフアルク凝礁（北綿７Ｑ１５ノ、東

経１４４．２７ノ：旧日本委任統治領）にお

もむくよう指示され、調査の機会を得た。そ

の結采、オオトカケの防鼠に対する天敵効果

は期緋されたほどのものではなく、南太平洋

地域でさらに進んだ導入実験を行左う必要は

ないと縦渚は結論した。同時に、オオトカケ

に代わる天敵候補としてニホンイ′チMust-

elaSibiricaitatSiを縦者は推奨した。

１９６５年１２ﾉﾖ以降、沖細南西諾胤の１４

の島とにイタチ郡入111業が続行されているが

筆者は沖緬におけるとの計画の今後の成り行

きを南洋地域への応用の前段階として注目す

るようＷＨＯに答申した。ＷＨＯは１９６７

年２月～５月にかけて、縦者を再びコンサル

タントとして沖細に派巡、砿者はイ′チの効

果と南洋への導入実験の可能性を砿隠して報

告した。目下、南太平洋地域へのイタチ導入

実験地として、ニユージランド侭託統治領ト

ケラウ諸島がもっとも有力な候補地として、

関係当局と錐者の間で交渉されている。前置

きが長すぎた憾も②るが、以上で縦者の研究

目的と珊終対象地が南太平洋地域であること

を了解いただけたと思う。

以下に、現地人の生態と彼らに接して蝋じ

たことについて触れてみたいロイフアルク環

礁はグアム脇の典南約６４０ｋｍ、ヤツプ島

からアメリカ政庁のYhPlslandersという

２５０屯の船で２，５の胤に寄港しながら約

６０時間のところに過る。南洋の島の中でも

鉛使が特に不便厳ため、近代文明から速のけ

られた邸の１つに数えられていぁｃ小島４つ

からを，、面積は健かに約1.5ｋｍ璽、最高

地点の海抜わずかに４．５ｍ、だから台風時に

は風全体が危険にさらされる。砿湖の直径は

約1.6ｋｍ、箱墜のよう表製撫で、賜民はカ

ナカ族だけからなり３１６人。緑したたるヤ

シの木立、しずかに械たわ為紺べきの硫湖、

礁湖と大洋を塊してヅ‘ンゴWlIをかむI臼波、波

<すみきった称空、そして点存するヤシぶき

の住家ｂ一見したところ実に美しい自然であ

った。しかし、海津融を一歩はなれて島内に

－４４－



入ると、七とは熱帯降雨林特右の湿弧の闘い

ジャングル的様相を呈している。１１月の気

温は朝夕６時に２５～２６℃、１２時（日陰）

で２９～３０℃、島民は年中、上半身裸、は

だしで暮らす。男は木綿のふんどし１本一女

は腰巻娘は腰みのだけ、小さい子は全裸で

ある、

家族制度は･雌系制で婿入婚、それ故、女の

子の多いほどその家には男の働き手がふえる

ことになる。酋長は男女.1入ずつ、突椛は男

酋長がにぎっているが、堀高酋長は男酋長の

妹つまり女愉長。養子縦組が多く、子供の

４０妬は義子に戒っている。この繊細は出生

前に約束されており、男の子だったからと云

って、破約することはできたい。

燭民の主我はヤシ。コブラ〔庇乳）を食べ

ヤシ汁一ヤシ機、ヤシ酒をのむ。空腹になる

と、いつでもヤシの木にのぽり、果突をとっ

て食べるので、男たちは、ほとんどいつも山

刀をもって歩いている。クロイモ、パンの果

実、バナナがこれにつぎ、サトイモ、サツマ

イモをすこし作っている。彊白資源は主とし

て魚介類、ヤシガニ、オカガニ、野,Ｎｐ家畜

はニワトリ、イヌ、それにフツとネコが少し燭

イヌは約６０頭:狩り、貴並な蛋白蛮源の１つ

でもあるロ

病気にはアミーバー赤痢、フィラリヤ、フ

ランベシヤ左どがあり、鼠、蚊、剛、雌が多

いのには悩戒された。子供には腹部の膨大し

たもの多く、おそらく栄養失調症であろう･

幼児の死亡躯は非常に高い。若干の医薬品以

外には医縦施股はなく、現地人のいわゆる

「医者」が１人、他の島から来ていたにすぎ

たい。何カ月かに一度、ヤツブ島から米人医

師がこれらのＷＩｆｌｌｉＩｌを巡回、治療に当っている

－４５

由。

宗教は第二次大戦以後カトリックになり、

質素左教会が２つあった。日曜日ごとに礼拝

が行なわれ、教会の中は婚〈坐槻な雰囲気が

ただよっていた。現地人のいわゆる「牧師」

が２人･日本時代の神社の神域はカテルーと

呼ばれ、今茄:13､島民はだれ１人として入らな

い神聖左樹所とされ、昼なお暗い密林とたっ

ていたｏ

島民の言蕊はカナカ語の，つであるイフア

ルク語、島によって言葉はかたり異液ってい

る。早い話が、イフアルク濡とヤツプ禰では

話にたらない':h･日本語のよく分る,'川民が，

人、彼は旧日本時代にヤツブ島につれて行か

れて日本語を教えられ、時折イフアルクを訪

れる日本官職との通訳の役Ｉ１をしていた。ア

メリカの統治下になっても、やはり同じ理由

からヤツプ島で英語を教えられた島民が，人

彼は島民きってのインテリーで、この勘に，

台しかないトランジスター・ラジオをもち、

ヤツフ.島から送信されるＹｈｐＲａｄｉｏをはじめ

多くの放送御１Wき、日本に投じられた原爆の

こと左どについてもかなり詳しく知っていた｡

砿者の到滞もＹａＰＲａｄｉｏで傍受、前もってヤ

シぶきの象を,作ってくれていた。彼ら２人か

あるいはどちらか１人が仕事の時には常につ

いていてくれ、島民への述紡、指示の役目を

果してくれた｡日本語を話す彼によって教え

られたので必ろうが、日本階の全く分らない

子供達寮でも「見主東海の空あけて」と歌う

のには続いた。男の子と女の子が，人ずつ、

雷莱は通じないけれども自ら役をかつて出て

くれ、みようみ浅迩で結椛、炊事、洗翻など

の身辺の世話をやいてくれた。

もし‐「|本から彼らへみ､やげ巻持参するな



らぱ、魚具（テグス、釣針、水中メガネ左ど〕

タバコざガラス製のネックレスや腕環、香水

などが喜ばれようｏ調査時、片腕とたって協

力した３人には、労賃として１時間５，セン

トの割りで支払っておい'だ。これは彼らがヤ

ツブ島でアメリカ政庁から雁われる時のベー

スであるというｏ

ヤツプ島はイフアルクに比すれば、かなり

文明の島と云え』:う。ヤツブにはチヤモロ族

とカナカ族がいるが、前者は政庁や会社の係

長クラスについている人もあるようだ。ここ

のカナカ族は文明の恩恵にはかなり浴してお

り:、社会的地位は低いとはいえ、イフアルク

島民に比すれば幸福であろう。ヤツブ島には

アメリカ南洋政庁のヤツブ支序病院、ホテ

ル（パス、トイレ付ではない）、電報稲話局、

空港、港湾施殺、放送局、仰似局、党店（商

品には日本製が多い〕、学校、気象台、警察

署、刑務所、発電所、レヱトランやバー（日

本製の雌ビール、日本の砿が多い〕、僻天映

画（忠臣蔵を上映していた）意どが参り、筆

者にとってほとんど不自由を感じない島であ

った。もちろん政庁関係のjIIや閉－－トバイも

島を走っている。毎日新剛１９６９年元日の

第三朝刊の記躯Ｉ原始のヤツブ」をご覧にな

った方も多かるうと思うが、筆者にはあまり

にも原始的に灘きすぎていると思われる。た

しかに石笈や貝貨で売買もできようが、一方

上述のような一局而も診る酷ではある。ただ

これら文明の断面を見ると･き、現地人の笑生

活が、これとかなりかけ離れた異質左.存在で

あったことは否定できない。

われわれ研究者が＆とくに未開を地域に出

かける時、常に心がけ垣ば家らぬことば「人

間はあく玄で平等である」という確乎たる信

条であると思う。とくに筆者の鯉うに.1人で

現地にとびこみ、莫大な労力を必要と弓-ろ:研

究にいどむ時、彼らの協力と支援がなければ

決してその目的を果すことばで‘きたかづた､ろ

う。その底を流れるものは、やはり「人間と

しての信義感」にすべてがあると思う。人種

的偏見とか、つ龍らないあらゆるプライド溌

かなぐり捨てて、維虚に、赤裸を左人間とし

て、行動することだと筆者は信じている。

少たくとも釧者が接した南洋の島民は、日

本人に対して非常左好感となつかしみを抱い

ていた。血の気の多い、しかし平和を愛好す

るイフアルク島民は.心から左る協力と赦待を

惜しまなかった。それこそ筆者ただ１人、絶

海の孤島で愉快な調査の日食を過ごし、その

目的を趣しえたのも、島民５．１６人の支援と

保謹の賜物であった。

昨年はじぬ~ヤツブの米人医師Ｄｒ・Roweか

らの連絡によると、イフアJ財クにも米人１人

が術雌するように蹴り、胤民の教育や術生蝋‘

境の改善に専念するようになった由、彼らの

ために喜ばしいことと思う。わが友、イフブ

ルク胤民の上に誰多かれと祈りつつ。

■I
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熱研の将来

〃あの人は行動派だ〃ということ目体が、おかし左ととではないか。災跳もなしに、ひと

つの考えを語り‐発展させていくのは、全く傍観者的で無責任轍ものである。ときに〃あなた

は生きているのですか〃と言いたくたるほど眼のどんよりした大頭児が周囲に多い。そんを

中で皆から行動派と呼ばれる〃やから〃が集堂り、決って夏になると更に綴い南に３トンもあ

るかと思われる荷物塗もって行くのがいる。自分が最も生き生適とするのは、こういう仲間と

いる時である。

・世間からは‐将い夏に更に南に行くのがいぶかしかられているのに、我ムは目的のフイール

ト'に満いたら診縦もやり、学術澗斑もja､こない、住民と雁らい、その上小さ宏厨険を自然の中

に求めて動き回っているのである。そんな末恕のフィールドにエクスベデイシヨンを求めて計

画し喪行するのは、精神的にも肉体的にも非常なエネルギーを必要とする。ただ南への肺れと

いうだけで、これだけのエネルギーを娘中させ、みずから進んだ行動、エクスベデイシヨンの

なかで必死にたたかいながら、いやおうなしに人生について考え、世界について考えさせられ

るのである。だから再び、この社会に戻ってきた時は、既にエネルギーは形をかえて、医学に

あるいは文学に、あるいは社会科学に………と集中されてきているのである。そういう生達生

さとした人間のプロの仕１１Ｉが、今のこの祉会で堀も必嬰としているものであろう。こういう行

動的インテリを育てる場としてだけでも熱研を存統させる義務がある。ＯＢは、自分の分野で

の独創的な仕事、世界を相手にした仕事をやってもらいたいし、会の冠板である熱帯医学に志

した者には気楽に剛で仕小かで連る場を今から‘作ろうでは左いか。

総務侭 友 描

－４７



会

収入の部

個人典担金

西日本新聞民生事業団

九大医学部同窓会

石垣市援助

寄附金（団体）

賛助会費（各製薬会社）

そ の他

支出の部

交ｊｉｈ批

卿多一鹿児細M往復

船舶代

パス、トラック代

連絡地傭挫

地州批（文共、薬品）

荷物迎搬蕊

食畿

構賃

侭師免許手読健

郷膳辿総会派避俊（於京郡）

報告桝作砿豊

来年庇予肺訓張堆備醗

計報 凸二
1コ

１６０’０００円

１８０，０００円

５０．０００円

５６，０００円

１００，０００円

２５６．０００円

８２０００門

計 ８４４．０００門

７２，０００１１１

２８６，６７６１』１

５４．５７５Ｉｒｌ

２１‘５４４円

２２．７５？門

２１，５４０門

１６９８９６１１１

９４，５０，円

５，５００円

２０‘ＯＯＯＩ１ｌ

４５，０００円

５０‘OOO門

計．８４１‘９６８円

磯間２，０３２１了』
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会

会社名●

琉球民政府

琉球政川厚生川

沖縄医師会

琉球海迎

琉球新報社

石垣

八Ｚｎ１．１１地方

八亜山保健

八霊山病

八徹Ｌｌｌ暖師

市
庁
所
院

伊 肢 間 部 落

側 【 多 港 迎

九大同総会沖識支部仇大会）

西日本新隠民生事業団

九大際学部同懇会

協併官公庁。団体

西日本相互銭行

禰岡 銀行

柵岡眼医師会

竹中工務 店

間組

福岡四地区ロータリークラブ

〃ライオンズｿ'ラブ

九州電力

西 日本鉄道

西「部ガス

藤田組

浦士ブイルム

日消食，トハ

泰明雄

補岡ルl医科器捷組合

ミト′リ十字

ミノフアーケン製莱

明 治 製 其 薬 品 部

明治乳猫

メノレク万ンＩＴ

森 下 ‘ 仁 丹

森下製薬

森永乳錐

1 . | Ｉ 之 内 製 雛

零印乳業

吉悔製難

和光雄

蕊品卸問屋組合

久野印刷

田 辺 製薬

蕊－製蕊

中 外 製薬

チ （ 製薬

東京ｍ辺製莱

烏居薬品

日独薬品

日本新莱

日本化莱

万禰製薬

パ －ク デー ピス

藤沢薬品

扶 染 薬品

フマキラー

アメリカシエーリング

エ－ザイ

大穆製薬

小野薬品

科研誰化工業

杏林業品

協和発酵

興和新薬

サーロンパユ

三 共

塩野淡製蕊

大日本製品

台Ｉ脳フアイザー

武田薬品
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あ とがき

診療調査団に参加して沖縄石垣島へ行ってからもう半年に

も左りました。

写爽を見るたびに色んな躯を思い出します。時には自主休

講も余儀たくされ、あと壁を引かれる思いで準備にとび回っ

た邪、駅でかわいい人の見送りをうけいつまでも名践り惜そ

うに手を振っていた団員、その光景をうらやましそうに見て

いた副働。石埴胤では大附にたたられ撰柵がぬれたい嫌に我

身を犠牲にした感心左団員もい講した｡大雨の後は炎天と断

水に悩言されメランジユールが洗えずぼやいていた団員もい

童した。蝶をみつけては綱を持って走りまわっていた先生や

馴戯･コバルト色の海に体をうかべてさかんに犬か連をして

泳いでいた滑護卿さん。診療につかれきった称を夜の砂浜に

横たえてロマンチックを雰囲気にひたっていた人達。診療の

率、南国の美しい自然坂ど思出はつき龍せんが、私逮が鐙も

忘れてはいけない班ばそういった美しい自然の中に住んでい

る人とにとって鎧とは決して極楽では瓶<低侭擁にあえぐ恕

惨な生活か展開されているという事だと思い童す。

今回の診臓調識馴派過の計間にあたり学内外の関係者名位

の細い御支‘暖をいただ冨、叉診擁に際して伊原間の人瀧の協

力もいただき無郭計画を終了し得室した。今後とも可能左限

りこういった活勤を通じて沖測の人逮に少しでもお役に立て

ればと思い賞す｡

剛肺、診旅にも堂して苦労の多か？たデー′－鵬雌、原澗

集めも無事終り、遅主きながらもここに報告襟がで菖あがり

ました回

一刷０


